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議事日程第３号 
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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 



－ 117 － 

＋ 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、７番、平野久樹議員、２６番、畑野久一議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

５日に引き続き通告順に発言を許します。 

笠原幸江議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 〔３番 笠原幸江君登壇〕 

○３番（笠原幸江君） 

おはようございます。笠原幸江です。 

事前に提出いたしました発言通告書に基づき一般質問をさせていただきます。 

１、介護保険制度について。 

平成１８年４月１日新介護保険事業として進められた「地域包括支援センター」は、地域の高齢

者の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的に、全国の市町村を主体として

設置されました。 

支援内容が多岐にわたっているために、介護保険法による要介護・要支援者にかかわらず、地域

の高齢者に対して要介護状態にならないように介護予防マネジメントを行ったり、介護保険外のサ

ービスを含む総合的な相談、支援、虐待防止などの権利擁護を行うほか、ケアマネへの支援などを

目的として始められました。 

当市の現状と課題について市長にお伺いいたします。 

(1) 「地域包括支援センター」の設置状況と役割について。 

(2) 小規模多機能型居宅介護施設の現状は。 

(3) 平成２１年度、改正に向けての介護事業内容の分析検証は。 

２、公営住宅にかかる窓口業務について。 

窓口の一元化は時代にあった行政スタイルであります。特に公営住宅は福祉施策上の住宅である

ことから、相談業務からはじまり住宅の供給のための手続きと、住民は長期にわたり福祉行政とか

かわりを持つ事になります。 

現在の窓口では、福祉事務所と建設課にまたがり、住民への対応が煩雑化されているといっても

過言ではありません。 

今後、一元化してスムーズに住民の目線に立った業務を行うために現状と今後について市長にお

尋ねいたします。 

(1) 入居時の相談窓口について。 

(2) 毎年行っている調査について。 
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(3) 県内の状況について。 

(4) 利用者にわかりやすく窓口を一元化する考えは。 

３、廃棄物の減量化について。 

資源循環型社会の形成を目指している当市は、平成２０年４月１日から環境基本条例を施行し、

７月には環境基本計画を策定するための環境審議会も立ち上がり、市民・事業者・市が共に将来豊

かな環境を繋げていくための総合的な取り組みと期待するものであります。 

私は、平成１９年９月議会で、「分ければ資源、混ぜればゴミ」の有料化について一般質問させ

ていただきました。 

その後の経過について再度市長に伺います。 

(1) 最終処分場の延命を図るための埋め立て分類の経過と対策。 

(2) 事業系の廃棄物について検証されたか。 

(3) 県内全域でのレジ袋有料化の進 状況と当市の対応は。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

笠原議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の介護保険制度の１点目、地域包括支援センターの設置状況と役割につきましては、平成

１８年に市役所本庁に１カ所、本年６月に、よしだ病院内に１カ所で計２カ所設置となっておりま

す。 

地域包括支援センターの役割は大きく分けて３つあります。 

１つ目は、要支援１・２の方及び特定高齢者への介護予防ケアマネジメント、２つ目は、地域の

高齢者への総合相談支援や権利擁護事業、３つ目は、ケアマネジャーの支援等を行う包括、継続的

ケアマネジメント事業であります。 

２点目、小規模多機能型居宅介護施設につきましては、小規模多機能ホーム「じょんのび」が、

根知地区に開設されております。 

３点目、介護事業内容につきましては、さきに実施したアンケート結果やケアマネジャーから意

見聴取などをもとに、現在、分析作業を進めているところであります。 

２番目の公営住宅にかかる窓口業務の１点目、入居時の相談窓口につきましては、建設課で窓口

を一本化しておりますが、必要に応じて関係課を交えて相談をいたしております。 

２点目、調査につきましては、毎年法令で定められた世帯状況や収入について調査を行っており

ます。 

３点目、県内の状況につきましては、２６市町のうち２３市町が建設部局に置いております。 

４点目、窓口の一元化につきましては、今後も建設課で入居の手続や建物の維持管理を行ってま

いります。 

３番目の廃棄物の減量化の１点目、埋立分類等につきましては、ごみの減量と資源化を図るため、
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現在、埋立ごみとして収集している品目の中で、リサイクルできる品目の調査研究をいたしており

ます。 

２点目、事業系の廃棄物についての検証につきましては、一般廃棄物処理計画を策定するときに、

事業所でのごみ処理の実態を把握してまいります。 

３点目、レジ袋有料化の状況と当市の対応につきましては、現在、新潟県において県内一斉でレ

ジ袋の有料化について検討を始めている状況であります。当市といたしましても、検討をいたして

まいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

２回目の質問に入らせていただきます。 

１点目の介護保険制度についての地域包括支援センターの設置と状況なんですけれども、今、市

長の方から、糸魚川では今本庁と、それから地域包括支援センター「よしだ」ということで、ケア

ポートよしだ内にありますが、先日、８月号の「おしらせばん」「広報いといがわ」にご案内が出

てました。 

その中に、今後は２カ所の地域包括支援センターで介護予防に取り組んでいきますというお話だ

ったんですが、あと私はこの「おしらせばん」を見まして、糸魚川の広範囲な地域に、この２カ所

だけで設置が足りてるのかどうか、私は不足してると思っております。青海地域に１カ所、それか

ら能生地域にも１カ所必要と考えるんですけど、そのところは、どういうふうにお考えでしょうか。

今後もずっと２カ所でやっていかれるかどうか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

地域包括の設置の箇所数、今後の見通しということでございますが、お話のように現在、市役所

の中に直営で１カ所と、今年度からようやく民間委託１カ所を開設できたわけでありますが、議員

のお話にありますように市域が広いことから、能生地域、青海地域にも１カ所ずつは必要であると

いうふうに考えております。 

ただ、設置の方法につきましては、民間の事業者の方から委託を受けていただいて、開設をした

いというふうに考えておりますので、今後、事業者の方とお話をしながら、開設に向けた取り組み

をしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 
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私も常日ごろ民間に委託、あるいは企業の元気をいただくために、民間でできることは民間にと

いうふうにしてお話してきましたが、この地域包括支援センターというのは、事業主体そのものが

自治体にあります。何でも委託すればいいというものではないと私は考えているんですけれども、

自治体に置けない理由は何なんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

地域包括の開設につきましては、国の方の考え方自体も委託での事業展開はできるということに

なっておりますし、実際にスタッフにつきましても専門職が基本形では３名が必要と。２名という

形ももちろん含まれておるわけでありますが、そういった専門職を確保するというようなこと。さ

らには、大きくは民間でできることについては民間からやっていただくという行革の基本的な方針

も、その中には含まれるというふうに思いますが、今後も民間委託で箇所数をふやしていくという

方向を考えております。 

県下の状況を見ましても、民間委託によって箇所数をふやしていくというのが、一般的な方向に

なっているというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

当市で設置するための専門職と言いますか、今３名ということでお話を聞かせていただいたんで

すが、調べますと保健師、それから市民ケアマネ、社会福祉士、この３名を必ず設置しなきゃいけ

ないということになっております。それで当市においてはどこの部分が不足してる、配置人数と言

いますか、問題になってるところなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

３人の専門職の中で民間に委託する場合に、やはり人材が得にくい分野というのは、保健師であ

るというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

当市における保健師さん不足というのは、今所長が民間に委託したいとおっしゃられてますけれ

ども、民間の設置の難しいところが、その保健師さんを確保することが大変難しいとお話聞いてお

ります。 

そうしますと民間でも難しい理由の１つに、保健師さんの確保が非常に難しい状態になっている。
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当市でも保健師さんが不足、できない難しい問題だとおっしゃられるんですけども、当市の保健師

さん、あるいは看護師さんというのは、何名いらっしゃいますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

当市という意味、もし誤解があれば、市役所職員という意味ではなくて、当市内におけるという

意味で申し上げたんで、一般的に在野に保健師としての職でおいでになる方というのは非常に少な

いと。そういう中で民間委託する場合に、その３人のスタッフを事業所がそろえるのは非常に難し

いという意味で、当市という言葉を使わせていただきました。 

市内においでになる、いわゆる資格を持っている看護師、あるいは保健師の数ということについ

ては、今ちょっと手元に資料がございませんので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

そうしましたら、当職員というふうにちょっと切りかえさせていただきたいんですが、当市の職

員で、あるいは保健師さん、あるいは看護師さんという方は、何名いらっしゃいますでしょうか。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時１６分 休憩〉 

 

〈午前１０時１７分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

お答えいたします。 

保健師で１５人、看護師で３人、これは正職員ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

ありがとうございました。 
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私の調べた数と全く同じで、１５名と３名いらっしゃいます。 

それで実際に民間で本当にこの看護師さんを、今医療機関、あるいは福祉施設、福祉法人のとこ

ろで、この包括支援センターを立ち上げるというのを、物すごく苦労していらっしゃいます。 

やりたくてもできない状態というのは、ケアマネさんは要介護、あるいは要支援の認定後の人た

ちの数が法律で決められておりまして、一応３５名＋８名という形で、ぎりぎりのところで一生懸

命やっておられます。大変ハードで、あるいはまた手厚くサービスを、その方その方、個人個人の

方にどうしたら一番いいかということを適切に指導していかなきゃいけないので、そういう状態の

中で包括支援センターが立ち上がったので、じゃああなたのところでやっていただけませんかとい

うのは、これは無理なんですよね。もうぎりぎりのところで民間がやってます。大変難しい状態だ

とお聞きしております。 

私はこの保健師さん、あるいは看護師さんの１５名プラスの方たちが、もし青海に１カ所、能生

に１カ所設置して、一番問題になっている保健師さんを巡回していただいて、それでケアマネさん

と社会福祉士さんというのは、大分今人口もふえてきておりますので、それであるならば設置でき

るというふうにお聞きしているんですけれども、そういうことは検討されたことはありますでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

民間委託で数をふやしたいということを先ほど申し上げましたが、その場合に想定をしておりま

すスタッフの体制につきましては、国の方も対象の範囲を幾つか絞りながら、２人体制でもいいと

いうパターンをつくっておりますので、保健師の確保が非常に難しいというお話をしましたけども、

主任ケアマネ、あるいは社会福祉士というような２人体制を想定をしながら、民間の委託の箇所数

をふやしていきたいというふうに思っておりますので、これについては法人の方にも、そういった

資格を持つ方の確保、養成をお願いしながら、対応していきたいというふうに思っておりますので、

ご提案のように能生、青海に市の保健師を配置してということは、今現在はちょっと考えてはおり

ません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

市の職員を配置するんじゃなくて、市の職員は本庁にいてよろしいんです。ただ１週間に１件と

か巡回する方法というのは、とれると思うんですよね。委託するにしてもケアマネさんとか、社会

福祉士さんはいらっしゃる。保健師がなかなか確保できないということをおっしゃっているんで、

その相談業務をその中に、市の職員が１８名合計でいらっしゃるわけだから、そこに常駐しなさい

ということじゃなくて、巡回しながらそこをサポートしていくことはできると思うんですけど、い

かがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

失礼いたしました。 

民間に委託をした場合に保健師を仮に配置をしない、保健師以外のスタッフ２名体制というもの

が何カ所が数がふえてきたという場合におきましては、議員ご提案のものも含めて、本庁における

民間の包括の指導統括機能という意味では今お話のような活動も、また当然出てくるのかなという

ふうに思いますが、直営の地域包括を持たないという方向性を今考えておりますが、そうではあり

ましても福祉事務所で抱えておるそういった専門スタッフが、民間の包括を回っていろんなサポー

トをするというのは、当然やっていかないといけないというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

複数の地域包括支援センターを巡回し、プランのチェックの職員を配置する工夫も可能ですとい

うことが資料に載っているんですね。それであるならば民間が大変困っている、その部分を自治体

が主体なんですから、自治体の責任の中でそれを巡回させて、青海に１カ所、それから能生地域に

１カ所設置することが、この地域包括支援センターの本来の基本的な形だとは思っております。 

本当に何でも民間に、私も常日ごろ民間でやったらということをよくするんですけども、こうい

うふうにして福祉施策というのは、なかなか民間が抱え込めないものもあるんですよね。でも、こ

の地域包括支援センターというのは、もう自治体の責任の中で置かなきゃいけないというふうにう

たっているので、ぜひそこも含めて今後検討するときに加味してほしいと思います。 

というのは、私は今、青海と能生というふうにお話してますが、でき得るならば青海事務所の中

に、それから能生事務所の中に、これは設置するのが一番いい形だと思っております。 

これどういうことかと言うと、在宅介護支援センターというのがありまして、在宅介護支援セン

ターは介護保険制度ができる前の仕組み、高齢福祉の中でつくられた在宅介護支援センターですの

で、その人たちは今、能生に１カ所、それから青海にも１カ所あります。そこのところに高齢者、

あるいは相談者が伺うといったときには、やはり民間じゃなくて事務所単位に置くことが、一番利

用しやすいというふうに考えているんですけども、そこはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

能生、青海に１カ所ずつの委託というのは、当面、大変重要なことだと思って考えておりますし、

それぞれ在宅介護支援センターの設置法人等とも、今後話をしていかなければいけないというふう

に思っておりますが、開設場所につきましては、まだそこまでの検討をしておりませんでしたが、

ご提案として事務所というところが非常にいいという状況であれば、また検討の中に含めさせてい

ただきたいというふうに思いますが、いずれにしても委託でございますので、受託法人との話し合
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いの中で、検討されるべきかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

なぜ私が、青海事務所と能生事務所に設置するのが一番いいと言いますと、皆さん青海事務所も

能生事務所も高齢者、あるいはその家族の人たちは入りやすい、出向きやすい。それから、これか

らは１０月から巡回バスと言いますか、要するにバスの路線も大きく変わってきます。高齢者が元

気で健康で、そのいろんな相談をするところが地域包括支援センターだと私は考えております。 

要介護１から５になってからだと遅いんですよ。何が悩みかと言うと、いや、家の家族が今こう

いう状態だけれども、どういうふうな運動をしたらいいのか、あるいは栄養をどういうふうにした

らいいのかということを気軽にお尋ねする場所がないと、今２カ所と言いました民間のところは、

もう目いっぱいでやってます。もう手が足らないぐらいにお忙しいです。その中に地域包括支援セ

ンターをつくりますと、従業員の配置が大変難しいということもお話を聞いてます。実際に、もし

事務所が借りられるのであれば、そちらの方へ出向いて業務を行った方がいいのではないかとお話

も聞いております。 

何でかと言うと、私ちょっと兼用できると思ったんですよ。地域包括支援センターの職員を、例

えば在宅介護支援センターの職員にちょっと忙しいから手伝ってと。そのときに応用できるかと思

ったら、それはできないそうなんです。もう全く相談業務に入っちゃうと、その施設の中の業務を、

お手伝いすることが不可能だということをおっしゃってますので。ぜひその２名、あるいはこちら

の方にも支援センターの設置条件、さっき所長がおっしゃった２名の状態でもいいしと言ったとき

にはその部分、保健師さんの部分をカバーしてあげれば、設置できるということもおっしゃってい

るので、ぜひそこも考えていただきたいんですけれども。 

そうしますと高齢者、あるいは家族の方たちが要介護１とか要支援、そこまできちゃうと、もう

ケアマネさんがしっかりとついて、ケアプランを立ててくださいます。この地域包括支援センター

というのはそうじゃなくて、普段の相談業務を行う場所なんですから、それをしっかりとケアプラ

ンを立てて、その人にあった健康な状態を保つためのものなんですので、ぜひそれをやっていただ

きたいんですが。 

私、実は以前に、パワーリハビリのことについてお尋ねしました。要介護にならないために、長

く健康でおられるようにというふうにお話もさせてもらいました。そのときの相談窓口が、やはり

この地域包括支援センターでやっていただければ、自分はどこにお尋ねしてケアを受けられるかと

いうことができるんですが、それもあわせて、今パワーリハビリをやってるのは２カ所あるんです

けれども、それの現状というのは、どうなってますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

パワーリハの前に、包括の開設場所につきましては、議員のご提案も十分理解しておりますし、
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市民の方の相談窓口も当然大きなウエートを占めておりますので、とにかく利用しやすい場所での

開設というのは、今後検討していきたいというふうには思います。 

それからパワーリハの関係でありますが、市内に２カ所、民間法人が機械を設置をして取り組ん

でおりますが、実績ということでございますので、１９年度におきましては、「クレイドル」にお

きましては４３９回、これは延べでございますが、「ひまわり」では２４６回ということで、合計

６８５回の利用をいただいております。２０年度は８月までの集計でありますが、「クレイドル」

で１３５回、「ひまわり」で１５５回、計２９０回という状況でございます。 

今後、利用を広めていきたいと思っているんですが、今現在の状況を申し上げますと、プログラ

ムを終了して卒業していかれる、退所していかれる方が若干おられますので、実数としては減って

おります。ただ、プログラムを終了していただいた方は、状態が非常によくなっておられます。 

そういうことを広報等で、利用者の方々はこれだけ改善して、退所をしておられるということに

ついて周知をしていきたい。そのことで、また利用者を今後広げていきたいということで、今月号

の広報でも、その辺のところをちょっと編集をしておりますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

資金ですね、在宅介護支援センターというのは一般会計の方から支出されてますし、包括支援セ

ンターというのは介護保険事業特別会計の方から、国の方から５０％いただくような関係で支出い

ただいております。そういうことからも、やはり在宅介護支援センターが、行く行く包括支援セン

ターに変わっていくというお話も聞いておりますので、そうしますと、当市の一般財源から出すこ

となく介護保険事業特別会計、そちらの方からも支出する方が、私は得策ではないのかなというふ

うに考えております。ぜひやっていただきたいなと思っておりますので、お願いします。 

それから２番目の小規模多機能型居宅介護の現状、市内では１カ所ということなので、実は私は

平成１７年９月に一般質問させていただきました。これは私も小規模多機能型居宅介護は、こうい

う広い範囲におきまして、地域の地理的条件から見ても大切だと思って一般質問させていただいた

んですが、なかなか伸びないと言いますか、なかなかできない、そういう現状を見てとても私は残

念に思っております。取り組みが伸びてないということは、やはり何か問題があるのではないかな

ということを考えました。 

それで、実は２１年度に向けて、３番目とちょっと一緒になるんですけれども、改定に入ってき

ますので、何で小規模多機能型居宅介護の施設が伸びないのか、分析してらっしゃいますでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

小規模多機能につきましては、地域の中で、できるだけ長く住み続けながら介護を受けていただ

くという、１８年度の改定の中で打ち出された方針の中で、重要な役割を持った施設であるという
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ふうに思っております。 

そういう意味では、今現在１カ所というのは、決して十分な状況ではないというふうに思ってお

りまして、新しい計画の中でも、さらにこれが数をふやすという方向性をもたせていきたいと。そ

の中で、なかなかふえない理由としましては、いわゆる２５人までを登録しながら、限られた対象

者の利用になってしまうということから、なかなか介護報酬等の関係で、事業所としては厳しい経

営になるというのがあろうかと思います。 

介護報酬の単価云々は、また別の次元でありますが、いずれにしても設置に対する支援等を行い

ながら、主に山間部の方のいろんな介護の部分をサポートする施設ということで、箇所数をふやし

ていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

当市内ではないんですけれども、全国的な資料を見ますと、やはり小規模多機能型居宅介護とい

うのは赤字なんですね。いわゆる民間で言うと、赤字経営になっております。もうけがないんです

よね。 

それで、今所長もおっしゃいましたけれども、事業計画をある程度分析しまして、介護報酬のと

ころまで踏み込んでいかないと、この小規模多機能型居宅介護というのは、成り立たないなという

ことが、一覧表に出てます。これは全国的な問題でありますので、ぜひ国や県に当市の状態、実情

とかそういうものを上げる機会があったら、要望とか上げていただきたいんですけど、そこのとこ

ろをひとつお願いします。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

せっかくのいい役割を担った施設の構想でございますので、それが経営的な部分で立ちいかない

というのは、非常に具合の悪い話であります。しかも、これが全国的な傾向であるということであ

ればなおのこと機会をとらえて、それをどうすれば採算ベースの施設になるのか、これはぜひ上の

方に上げながら、検討していただきたいというふうに思っております。 

さらに限られた条件の中で、それでもどういうふうにして運営していただけるのか、市として何

が支援できるのかという視点でも、また考えていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

２の公営住宅にかかる窓口業務についてお尋ねいたします。 

まず入居時の相談窓口は、どちらでやられておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

当市の場合につきましては、すべて建設課で一本化をされております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

福祉事務所のかかわり合いというのはないんでしょうか、教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

公営住宅につきましては、大きく２種類の施設種類がございます。いわゆる低所得者向けの公営

住宅、それから中堅所得者向けの公営住宅というような中で、市の条例におきまして、当然のこと

ながら優先的な入居というものが、条例並びに規則の中で制定をされております。そのような状況

のもとで、当然のことながら入居をしていただく選考委員というものが設置をされておりまして、

その中で福祉部門の方々が選考委員に入っていただいて、そしてより適正、また現実的に実態を把

握をする中で、対応させていただいとるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

そうしますと血も涙もないような感じですよね。建設課で一本化されてるとおっしゃいますけど

も、収入の申告、あるいはその後の状況、家族状況、あるいはどうなったかというのは、それも建

設課で行っているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

そのとおりでございます。 

建設課で家族状況、収入状況等を把握をさせていただきまして、そしてその中で問題等が生じた

ときには、当然のことながらいろんな関係課と連携をとる中で、より実態に合わせた調整をしてる

ということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 
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そうすると利用者本人が福祉事務所へ行ったりとか、建設課へ行ったりという事実はないでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

いろいろ入所申し込みに当たりましては、広報等を使って公募をしております。その中では当然

のことながら、窓口は建設課ということで明確にさせていただいてますから、それぞれいろんな事

情の中で、ご相談をされるような場合があるかとは思いますけども、窓口は建設課でありますから、

当然のことながら建設課においでいただいて、そしてより実態を把握するという意味で、私どもが

いろんな分野で、お聞きをするというような対応をしているということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

私はちょっと違うと思うんですよね。 

建設課というのは修繕とか修理とか、戸が開かなくなったとか、窓にちょっとひびが入ったとか、

何とかしてほしいというときに、建設課というのが本領発揮する場所だとは思います。 

ところが今、課長の話を聞いてますと、すべて建設課でやってらっしゃいますが、じゃあ条例の

中だけで利用許可を出しているんでしょうか、教えてください。何を基準にその利用の許可を、建

設課で出しているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

確かにご質問をされる趣旨というのは、実態として入居している方々が福祉に関連する方が多い

ではないかと。こういう意味で、福祉課に窓口を一本化したらよろしいんではないでしょうかとい

うような、趣旨なんだろうというふうに私は思いますけども、確かに住宅の制度上の種類というよ

うなものを考えたときには、おのずとやはり福祉関係の入居者が多くなるのは実態でございます。

ただ、これと今窓口をどちらに置いた方が、よりいいのかというようなことになるんだろうという

ふうに思います。 

これは私ども、先ほど市長がお話をさせていただきましたとおり、１つは、やはり県内の所管を

している課というものが、ほとんどが建設部門に設置をしてるという状況がございます。そういう

中で、なぜそれが建設の方に置かれているのかということは、やはり補助金だとか、それから修繕

だとか、いろんな分野がございます。こういう中で、県が１つは建築住宅課ですかね、ここに県の

所管が統一されてるというような状況のもとで、いろんな分野で建設関係で、県との連絡調整をす

る場合もございます。そのような状況、それから先ほどからお話がございますような修繕等の状況、

これらをいかに実態に加味させるかということなんだろうというふうに思います。 
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そういう中では当然のことながら、いろんな方々が入っていただく中で、窓口は一本化なんだけ

ども、それに対応したような連携ということは、当然とっていかなきゃならん。その意味で、私ど

もは実際に入居してる方々の対応、それから入居に当たっての対応。それらの問題につきましては、

それぞれの対象者の方々に、より問題のないような連携を取り合っているということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

私は２０年３月議会で、公営住宅にかかる一般質問をさせていただいたときに栗林副市長は、市

営住宅はすべて福祉政策上の住宅であると答弁されているんですよ、私もそう思います。なぜなら

国も、今建設課というふうに取り扱いなさっておりますが、国の方も福祉政策の基本ということで、

２００９年度から助成する方向を固めております。それは今課長がおっしゃられた生活の苦しい方

たちだけにとどまらず、そういう住宅は福祉政策なんだというふうに方向を動かしてきているんで

すよ。それを当市が県内ではみんな建設課でやってるから、建設課に置けばいいとおっしゃいます

が、そこを栗林副市長、もう一度。私も副市長と同じです。公営住宅は福祉政策上の住宅なんです

よ。それをちょっと聞かせてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

栗林副市長。 〔副市長 栗林雅博君登壇〕 

○副市長（栗林雅博君） 

この３月議会だったと思いますが、この公営住宅の施策は住宅福祉上の福祉ということで、これ

は公営住宅法できちんと明記されておりますけれども、住宅に困窮する人たちの施策上で、福祉的

な要素でもって公営住宅の設置が行われておるところであります。 

ですから今の所管の事項と、それから福祉施策とを分けて考えなきゃならんと思うんですが、公

営住宅の建設につきましては、要するに補助制度だとか管理運営、これは国交省の制度上の問題で、

運営だとかきちんと定められております。当然その中では、所得制限というものも定められておる

わけですので、国の事務監査、あるいは建てたときの会計監査等もすべて国交省の所管になってお

ります。建物の構造上の問題だとかいろいろありますけれども、そういった関係が一番多いわけで

すので、現在、建設課でもって事務処理をさせていただいております。 

入居者の今度は福祉的要素の方につきましては、これは建物の入居要件とはまた別になってまい

りますので、福祉の制度上の問題で相談に乗っていく必要があるんだろうと、こう感じております

ので、一本化と言われましても、どちらの方に的を絞ったものでやるかによって内容の中身が違っ

てくるんだろうと、こう思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 
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じゃあやはり福祉事務所と建設課と、２つにまたがってるということじゃないですか、でしょう。

福祉事務所にかかわるということは、民生委員さんたちもほとんどかかわってきてるんですよ。入

りたいんだけれども、どうしたらいいんだろうねって言って。福祉事務所へ行って相談して、ああ、

そうかねって言って、そうだねって、そういうふうに話をする。悩みだとかいろんなものを聞いて

いただけるのが、福祉事務所なんですよね。建設課の課長は、確かに建設したり修繕したりという

のは私もわかるんですけども、長い期間を福祉とかかわりながらやっていくのが、私は一番いい方

法だと思っているんです。 

県内で、課長がおっしゃられましたけども、ほとんど建設課だというんですけど、福祉部局の方

へ変わられた市って、２０市のうち何市ありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

先ほど市長が県内に３市町、福祉部門に設置をしているというようなご回答をさせていただきま

した。固有名詞で申し上げます。三条市、新発田市、それから阿賀野市、この３つでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

県内の市でも、そういうふうに変わってきてるんですよ。まだ一気とはいきませんけれども、こ

れは福祉施策、住宅もそれを含めてそういうものにいきましょうということで、今のこの３市が移

行されてきてるわけですね。会議なんかでも、もう福祉事務所の方が県の方に出向いて相談、ある

いは住宅にかかることを相談しています。 

市長にお伺いします。やはり福祉事務所と建設課の仕事は違うかもしれないけれども、１階から

３階まで行くようなことなく、ある程度どういう方向にするかというのを。私があんまり一元化、

一元化と言うとお嫌かもしれないですけども、あんまり利用者が動かないような窓口業務を、そう

いう方向にするかどうか、ちょっとお聞かせ願いたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

建設課にあるから福祉は一切入れてないということではなくて、ご存じのように住宅の福祉とい

う感覚の中から、そしてすべてこれは市営住宅は福祉施策の中でやっているのではなくて、いろん

な多面的な部分の中で、そういったものを扱っているわけでございまして、今たまたまと言いまし

ょうか、これは私は建設課にあってもそういった部分、月１回なり空き部屋があれば、何度でも申

し込みのそれを進めているわけでございますし、申し込みの窓口はいろんなところを通じて来るわ

けでありますので、決して福祉を軽んじてるということではないと思っております。 
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今言いましたように基本的な要するに公営住宅というのは、福祉のやはり基本のもので進めてい

るわけでございますので、どこでするか、そしてどうやってフォローしていくか、どのようにそれ

を拾い上げていくかというのは、私は福祉と建設課だけではなくて、いろんな立場の中から申し込

みというのが入ってくるわけでございますので、その中でやはり住宅にお困りの方の窓口という形

になろうかと思っておるわけでございます。 

その中に１つ、福祉部分の入居者もおられるということでいきたいと思っておりますし、その福

祉だけの住宅を離して分けていくということは、逆に考えれば、いかがかなと思うわけでありまし

て、住宅は１つに私はしておいた方がいいのではないか。 

これは他の市が進めておるからという形の中で、どのお考えでやってるか、私もちょっと知識と

いいましょうか、情報を持ってございませんが、その考え方で進めてるわけでございますし、私は

糸魚川市は建設課でそれを受け持つということでございまして、建設課でやってるから福祉は入っ

てないんじゃないかということではないと、とらえていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

実は同じ会派の倉又議員が、子ども課設置のときも４つの部局からかかわっていて、大変子ども

課設置についてそういうふうにして、ある程度方向性というのは、これからの行政スタイルなんで

すよ。利用者が行ったり来たり、窓口のたらい回しにならないようにするには、やはりそういうと

ころを。確かに部局が変わると、職員が大変なんですよね。今までそれでよかったものが、急に調

整に入ってきちゃうから大変だと思うんですけれども、いろいろ検討する中でそれも踏まえて。 

一番の大変なのは、高齢者になって住宅に入って、それを今まで福祉の人たち、あるいは民生委

員の人たちとかかわっていたものが、急に３階の建設課まで上がっていくというのは、とても慣れ

ないと言いますか、エレベーターがあるとはいっても大変なので、ぜひお願いしたいなと思ってお

りますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、笠原議員は入居のときの話を進めていただいておるわけでございますが、入居のときも今言

ったような状況でございますし、また、入居された方々についても、やはりアフターも大事である

わけでございまして、その中で今建設課が担当し小まめに回りながら、例えば入居でお困りの点は

ないかとか、いろいろ小まめにやっているのを私も知っております。 

そういう中で、当然いろんな面の問題や課題があるわけでありますが、当然建物のメンテナンス

の部分もあったりやするわけでありますので、そういった総合的な中で進めてるということもご理

解いただきたいと思いますし、私は決して軽んじて、３階へ上がっていくというようなことでなく

ても、当然、民生委員の方々の意見の中にもあったり、いろいろそういうものを総合的に今進めさ
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せていただいてるわけでございますので、決して申し込みに建設課まで来なくてはいけないという、

一本にしてるということではないのも、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

３番目の廃棄物の減量化についての１番目、１９年９月、私、質問させていただきました。 

その後、蛍光管の分類については、どうなりましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

蛍光管につきましては、ただいま乾電池と同じような拠点方式でできないか、販売店などに協力

アンケートをとっているところでございます。その回答によりますけれども、早ければ来年度には

実施いたしたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

ありがとうございます。 

リサイクルするということは、お金がかかるんですけれども、やはり蛍光管は、また元の蛍光管

に戻りますので、ありがたいことだなと思っております。 

それから廃プラですね、保坂悟議員も埋め立てのことでお話したときに、廃プラが埋立ごみの

７０％を占めてるというお話だったんですが、それはその後、また検討されておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

現在、当市の埋立ごみは１，プラスチック製品、それから２番目にゴム、皮製品、それから３番

目、小型電気製品、それから４番目、ガラス、陶器類、そしてその他というふうに分けられている

というふうに考えております。 

そのうち今ご質問のプラスチック製品、それからゴム、皮製品につきましては、破砕など中間処

理をしてリサイクルと減量ができないか、ただいま調査研究中でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 
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調査研究中ということなんですけれども、廃プラを燃やすとダイオキシンが出るということで、

当市の炭化システムについては使ってないんですが、溶融炉方式という廃プラだけを燃やす、今ダ

イオキシンが出ない、それだけを燃やすという方法も８５０度から熱を加えると大丈夫だと、安全

なんだというものもできてきております、聞いております。ぜひそれもこれから研究する中で、そ

れも加えていただくとありがたいなと思っております。 

というのは先日、文教民生で、私も傍聴で出かけて行きましたところ大変驚きました。やはり実

際に収集車が来て開けると、要するに形のあるものが、そのまんま埋め立ての中に入っていくとい

うことは、これはやっぱり埋立地の２０年は、無理だというふうに考えております。そういうとこ

ろも実際見ると、ああ、埋立地は２０年はあともつ、延命を図られるとおっしゃってたんですけれ

ども、形をそのまま入れていくというか、そのまま埋めても、破砕などかけないとなかなか無理だ

なというのを実感をさせていただきましたので、お願いします。 

それから（２）の事業系の廃棄物については、青海事務所、能生事務所、市役所などは、どうい

うふうに検討されましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

これにつきましても議員の昨年の一般質問の中にありました。 

今年度から当市の公共施設のごみにつきましては、事業系として別途取り扱っております。公民

館などのごみの少ないところは、地元の集積所で処理しておりますが、事業系ごみとしては、ただ

いま３８カ所取り扱っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

３番目のレジ袋有料化、これ有料化と言いますと、ちょっとあれなんですが、県の方では全域、

来春を目途に今取り組みを始めてるとこだというふうにお聞きしてます。 

その中で、来春には何をやるのかとお聞きしたら、レジ袋の無償配布の取りやめを行うと。ああ、

すごいいい文言だなと思ったんですが、レジ袋の無償配布を取りやめるということは、今度はごみ

を出すときに、当市は指定ごみ袋の導入も、視野に入れて考えていかなきゃいけないのじゃないか

と思うんですけど、そこはどういうふうに考えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 
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ごみの当市の有料化につきましては、今後の課題というふうに認識しております。 

ごみ有料化になっていない当市にとりましては、レジ袋はごみの袋として再利用されているケー

スが多くあります。しかしレジ袋が有料になることによりまして、不必要なレジ袋が削減されると

いうことは考えられますので、非常に有効な手段だと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

９月２６日に、県では協議会を立ち上げるお話もお聞きしております。当市も多分参加すると思

うんですけども、その通知とかそういうのは来ておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

まず、８月７日に県内の小売店、それから消費者団体、市の代表、これは糸魚川市は入っており

ません、新潟市、長岡市、上越市の３市でございましたが、県の主催によりまして、意見交換会を

実施されたと聞いております。 

その会議の中では、議員が言われましたレジ袋の無料配布につきましては、賛成の意向であった

と伺っております。 

今後の予定といたしましては、先ほどおっしゃられましたように９月中に県内小売店、それから

消費者団体、代表自治体というのは、多分この３市ではないかと思っておりますが、その協議会を

設置する予定ということでございます。実施時期につきましては未定ですけれども、協議会が設立

された後、検討されることになっております。 

実は本日、市町村廃棄物担当課長会議が県の主催で開かれておりまして、より具体的な方針が出

るのではないかと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

もう動き始めているんですよね。そうしたときに、市としてどういうふうな方向でいくかという

ことも、もう考えて出席しないといけないのではないかと思います。 

お話を聞いてきて、その後またこちらへ戻ってきてするということじゃなくて、いい言葉じゃな

いけれども、転ばぬさきの杖じゃないですけど、さきにこちらの方も、自治体でごみ処理は全部違

いますので、うちなんかは特にあんまり全国的に入ってない炭化システム、あるいは炭にして、そ

れをリサイクルしているわけですから、当地の実情についての検討というのはやって、資料を持っ

て出かける予定にはなっているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げましたように、当市の場合は、まだごみの有料化を実施しておりません。そのた

めに市民の皆様の中にはレジ袋を再利用するというふうに、非常に再利用が進んでいるというふう

に思っております。 

そんな中で県の方針といたしまして、このような無料配布が出てきたわけでございますので、そ

れと同時に糸魚川市につきましても、歩調を合わせて実施していかなければならない状況ではあろ

うと思っております。いずれにいたしましても、スーパーマーケットや事業者の協力が必要なこと

でございますので、全県一斉に取り組める状況が必要であると考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 

消費者協会、毎年、毎年マイバックキャンペーンをやってます、スーパーの前で。レジ袋を何に

使ってますかという調査をやってます。おらスーパーでくれるでもらっとるわねって、こういうの

が大まかで、最近はよくマイバックを持って買い物に行かれる方が目に入ります。 

富山県では４月から全県下でやられて９５％、マイバックを持参しておられるということもお聞

きしておりますのでぜひ。私はごみの減量というのは、ここに尽きると思っております。マイバッ

クを持って行くことが、一番のごみをなくす、有料にするのが一番だろうというふうに思っている

んですが、こうでないとごみの減量化になりません。何を処分するにも袋の中にぱかぱか入ってま

すので、そこのところもう一度、金平課長、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今ほどレジ袋の件でご論議いただいとるわけでありますが、私といたしましてもごみの減量化は、

どうしてもやらなくてはいけない課題だと思っております。それについては今議員ご指摘のように、

当市のごみの処理場が炭化方式でございますので、当市に合ったものを進めていかなくてはいけな

いということで、これはぜひともごみの減量化、そして埋立ごみの減量化を図らなくてはいけない

という考えでございますので、私といたしましても短期に、やはりそういったものをつくり上げて

いきたいという考えでございますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

笠原議員。 

○３番（笠原幸江君） 
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これで私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、笠原議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

１１時１５分まで暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時０５分 休憩〉 

 

〈午前１１時１５分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、大滝 豊議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 〔１５番 大滝 豊君登壇〕 

○１５番（大滝 豊君） 

清新クラブの大滝でございます。 

発言のお許しをいただきましたので、さきにご通告してあります一般質問を行います。よろしく

お願いいたします。 

１、森林振興策・地域の活性化及び地球温暖化防止について。 

森林所有者の高齢化や採算性の悪化などに伴い、生産意欲の低下により戦後に造成されてきた人

工林の整備が十分に行われなくなり、森林の持つ機能と役割が失われてきております。 

国土の３分の２を森林が占めるわが国は、世界有数の森林国でもあります。 

森林が持つ国土の保全、水源のかん養、生物多様性の保全、温暖化の防止などの多様な機能は、

私たちが安全に、安心で快適な生活をしていく上で重要な役割を果たしてきております。そして地

球温暖化の防止に貢献する、森林の役割に対する期待が高まる中、京都議定書に基づく温室効果ガ

スの６％削減を達成していくためには、間伐等の森林の整備・保全に取り組む必要があります。ま

た、木材・木製品の輸入が不透明な中で、戦後に植林された利用可能な国内の森林資源が充実して

いることから、木材産業においては、安定供給可能な資源として、国産材への期待が高まってきて

おります。さらに国産材原木を安定的に供給していく上でも、わが国の林業が持続的な林業生産活

動と、森林整備を実施していくことが強く求められております。そこで市のお考えをお尋ねいたし

ます。 

(1) 林業振興と地域の活性化について。 

① 森林整備の現状と課題、林業振興の課題。 

② 森林整備の補助制度と地域活性化対策。 

③ 地元木材の利用促進。 

(2) 間伐材と地球温暖化防止。 
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① 間伐材の利用促進 

② 木質バイオマスについて 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

大滝議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の森林振興策等の１点目の１つ目、森林整備と林業振興につきましては、市では県森林組

合と森林所有者の理解と協力のもとで森林施業を行っておりますが、さちに団地化の促進を図り、

間伐等の事業を行うことが重要と考えております。 

また、林業振興の課題といたしましては、森林所有者の意欲と林業の採算性を向上させる必要が

あると考えております。 

２つ目、森林整備の補助制度と地域活性化対策につきましては、現在、市内全域が本年度から里

山エリア再生交付金事業の採択を受け、市有林整備事業、作業道開設事業等の森林整備を行ってお

ります。 

また、地域活性化対策では、森林施業に携わる若者の就業もあり、地域の活性化に役立っている

ものと考えております。 

３つ目、地元木材の利用促進につきましては、昨年度、ふるさと越後の家づくり事業では１８棟、

糸魚川市地場産材利用拡大事業では４棟の利用がありました。今後とも利用促進に努めてまいりま

す。 

２点目の１つ目、間伐材の利用促進につきましては、県内はもとより県外へも合板材として供給

いたしておりますが、今後の利用拡大に大いに期待いたしているところであります。 

２つ目の木質バイオマスについては、市内の発電事業者への供給も検討されていますが、搬出経

費や工場での受け入れ経費等、今後の検討課題と考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。 

糸魚川市の総面積７４６.２４平方キロメートル、うち森林面積が６１０.４４平方キロメートル

であるそうであります。糸魚川市の８１.８％が森林で占めていると。この大切な森林資源を何と

か地球温暖化防止とあわせて利活用しながら、地域が活性化できないかという思いを持っておりま

す。 

私は平成１８年９月定例会で、糸魚川市総合計画基本構想の策定の中で、林業振興としまして、

当市にはスギの人工林がおよそ１万ヘクタールあり、市長はこの資源を有効利用し、地場産木材の



 

－ 138 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

利用拡大を図るために、糸魚川森林林業振興協議会を設立し、地域の特性を生かした林業と木材産

業の振興を図っていくと。また、ふるさとの木の家づくり振興協議会を成立し、地元材を使った住

宅の増改築に補助制度を新設するなど積極的な施策を展開し、地場産業の振興、活性化に努めるな

どの政策を打ち出しました。 

私はこの基本構想に賛成の討論を行ってまいりました。これからの質問は多少細かくなるかもし

れませんが、よろしくお願いをいたします。 

まず１問目でございますが、糸魚川森林林業振興協議会のメンバー構成と言いますか、それがお

わかりでしたら、確認をさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

この森林林業協議会の構成でございますけども、会長については米田市長からなっていただきま

して、構成員としては農林振興部、あるいはぬながわ森林組合、それから各地にあります生産森林

組合、それから建築だとか、製材の関係団体の方からなっとってもらいますし、また、最近問題に

なっているバイオマスの問題もあるもんですから、バイオマスの発電の事業者、あるいはそこへ搬

入している関係者からもなっていただいておりまして、事務局については農林水産課で対応させて

いただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。 

それでは森林振興協議会、森林林業協議会と言えばいいですかね、１９年度中に何回ぐらい会議

を行ったものでしょうか。もしおわかりでしたら、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

平成１９年度については、当初の定期総会というのがありまして、それを１回やらせてもらった

だけで、あとは部会とかそういったものを残念ながら開くことはできなかったわけでございますけ

ども、平成２０年度、ことしは昨年の反省を踏まえて５月に総会をやりまして、先月８月に部会な

り幹事会をさせていただきました。 

その中でいろんな活発な意見を出させてもらったもんですから、それを参考にしながら、１０月

にもう１回やろうじゃないかという話の中で、部会を開催する予定にしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

もっと積極的なと言いますか、回数が多いものかなというふうに認識をしておったんですけども、

ちょっと残念でございます。 

次の質問に入りますが、糸魚川市の森林面積が６万４,６３９ヘクタールと言われておりますが、

その中で民有林、それから公有林、あるいはまた予算書にもございますが、市の市有林の補助金等

助成等もありますけども、それはちょっと置いといて、面積がもしおわかりでしたら、教えていた

だきたいと思います。民有林、公有林、それから市有林。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

森林面積については、糸魚川市全体で６万１,０００ヘクタールあるわけでございますが、一応

その中で国有林と民有林という分け方をしまして、国有林以外が民有林となりますので、民有林に

ついては４万８,６３３ヘクタールございます。その中で、また再度分けるわけでございますが、

私の私有林が４万１,７０１ヘクタール、あるいは次に公有林というのがございまして、公有林と

いうのは県の土地だとか、あるいは市町村の土地だとか、森林整備法人の土地だとかがあるわけで

ございますけれども、公有林については６,４０８ヘクタール、そのうちの糸魚川市の土地が

５,５４７ヘクタールと「統計いといがわ」にも載っておりますけれども、そこで記載されており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。 

じゃあ６万１,０４４ヘクタールということで確認をいたしました。ありがとうございます。 

それでは①番の森林整備の現状と課題、林業振興の課題の再質問をさせていただきます。 

私たちが快適に生活していく上で、森林は重要な役割を果たしております。そして地球温暖化の

防止に森林の役割に対する期待が高まる中、京都議定書に基づく温室効果ガスの６％削減を達成し

ていくためには間伐等の森林整備、保全に取り組む必要があると考えております。 

森林整備と申しましても、いろんな整備がございますが、まず植栽、下刈り、雪起こし、間伐、

除間伐、それから枝打ち。それから、これらの作業を行うのに必要な、作業道などの作業があろう

かと思います。 

先ほど市長の答弁で、森林面積が多くなりますと、就業する場等々の問題が云々だということの

答弁をいただいたわけでありますが、林野庁のホームページによりますと、林業作業の受託面積の

変化を見ると、間伐作業の受託面積が約２倍に増加し、森林所有者が森林組合や素材生産事業等の
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林業事業体に作業を委託する面積が、拡大の傾向にあるというふうに記載をされております。 

当市の現状、できれば過年度、１５、６年、１７年、１８年で結構ですので、過去の実績がおわ

かりでしたら、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

これは受託ということで、森林組合に対することだと思いますけども、間伐、あるいは抜き打ち

だとか、下刈りだとか、そういったものをお願いしてるわけでございますけども、平成１８年では

７８.４５ヘクタール、それから平成１９年については８２.４５ヘクタールということで、今２倍

ということでございますけども、市の受託に対しては、１８年と１９年では５.１％ということで、

そう大きな伸びではございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

もう１つ、２０年度の見込み等おわかりでしたら、教えていただきたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

ちょっとすみません。ちょっと休憩を。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１１時２９分 休憩〉 

 

〈午前１１時３０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

すみません。細かい資料はないんですが、平成１９年度と同じぐらいの受託の面積だというふう

に考えております。申しわけないです。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

間伐を推進するためには、間伐目標面積を掲げ、県、市、森林組合及び森林所有者が協力して取

り組んでいかなければならないと。そして県や市及び森林組合の職員が市内各地に出向き、座談会

等いろんな形で森林整備の必要性を訴えて、ＰＲ活動や啓蒙活動をいただいとるわけでありますが、

仕事とはいえ頑張っていただいていることに関しましては、感謝を申し上げる次第でございます。 

その中で市内の山林で、今現在、森林整備を必要とする、あるいは必要とされている森林面積は

どのぐらいあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

市内のスギの人工林が９,７５７ヘクタールございまして、そのうち約４５％が間伐をする必要

があるということでございますので、掛けますと約４,４００ヘクタールほどになります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございます。 

先般、ぬながわ森林組合にお聞きしたところ、民有林、公有林などで平成２０年度１６８ヘクタ

ールの間伐が目標の面積であり、１３０ヘクタールほどの間伐が達成されたということでありまし

た。せっかく、先ほどの質問にもありましたけども、皆さんが集落座談会などで各地を回ってご説

明なさっても、なぜこの当市の森林整備はふえてこない、進まないのか。その辺、分析されとった

ら、教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

間伐材として利用できる、いわゆる利用間伐であれば少額であっても収入と言いますか、収益に

なるわけでございますけども、今の段階ですと切り捨て間伐については個人が負担しなきゃならん

と。ぬながわ森林組合さんの方でもいろいろ頑張ってもらっておりますけども、この前のあれを見

ますと、約１反歩２,０００円ぐらいかかると。そういうことで非常に金額的には自分の子供、孫

の代まで財産として残すについては、１反歩２,０００円ですから、１町歩、当然２万円というこ

とで、私個人的にはそう高いものではないんですけども、いずれにしても懐から金を出すというこ
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とについては、なかなかまだまだ皆さんから理解を得ることができないというのが、現状だと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

間伐しても収益にはならないと、費用がかかるという話をちょうだいいたしました。なるほどな

という、うなずける面も私自身感じておりますし、また、多くの山林家の人たちも、そのように感

じておることであろうというふうに思います。 

それでは先ほどの答弁で、高性能の機械化を図り、安全で安心に施業できる環境づくりも必要だ

というふうな答弁がございました。市内で間伐がされている面積は、先ほどの市長答弁で

４,４００ヘクタールと言われております。森林組合では、後ほど詳しく申しますが、高性能林業

機械の導入による間伐材生産の効率化により、利用間伐材対象区域を拡大することができたという

ふうな報告を行っております。 

年間１６０ヘクタールの間伐を行ったとしても、単純に４,４００から１６０を割り返しますと、

３０年ぐらいの歳月がかかっていくのではないかというふうな計算になろうかと思いますが、この

３０年というのは大変な長丁場なんで、先ほど申し上げました京都議定書の６％削減に関しても、

これからお話しする特別措置法に関しましても、２０年から２４年までの時限立法の中での話にな

りますが、それだとあまりにもかかり過ぎて、時間が長過ぎると。これに対して対策等は何か考え

られないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

森林整備を少しでも推進しなきゃならんということで、集落座談会の方へ行ったりしとるわけで

ございますが、その結果としまして平成１７年度まで、座談会を開く前ですね、それについては

１０１ヘクタールだったものが、座談会を開いた平成１８年については１２７ヘクタール、あるい

は平成１９年については１４０ヘクタールということで、それなりの成果が出てるんじゃないかと

思ってます。 

それにしても非常に伸びが少ないということで、当然やらなきゃならんことは、たくさんあるわ

けでございますけども、いずれにしても今の状態でいきますと、少しでも団地化を促進して、非常

に細かなところでやってると、どうしても効率が落ちるもんですから団地化を進めてする。あるい

は高性能機械を今入れておりますが、またいろいろな面で考えながら面積がふえれば、また機械に

ついても増加しなきゃならんかと思いますけども、いずれにしても、そういったコストを削減する

中で地元の皆さんに、森林の所有者に対しての負担が軽減できるような形に、もっていかざるを得

んだろうということで、精いっぱい頑張らせてもらってるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

コスト削減を図り、団地化促進を図り取り組んで作業を進めていくと、大変いい回答をいただい

たかなというふうに思います。 

今、立木の樹種、樹齢によりますけども、里山エリア再生交付金制度というものが先ほどの市長

答弁の方で、２０年度から利用できるようになったというふうな答弁をいただきましたけども、そ

の交付金制度を利用して、およそ２５年生の立木の間伐を行いますと、１ヘクタール当たりおよそ

３,０００平方メートル、概算で２０万円ほどかかるそうだということなんですね。 

それで国県補助として６８％の補助金が充当されますが、それを単純に計算しますと１３万

６,０００円ほどかかると。市の間伐材補助として２０％，約４万円の補助金が市からちょうだい

できると、合計１７万６,０００円と。そうした場合に間伐をした森林所有者は、少なからず２万

４,０００円の受益者負担が必要ではなかろうかと、あるいは必要であるというようなことで、先

ほど課長がおっしゃられたとおり、なかなか間伐が進んでいかないと。ただし、啓蒙することによ

って、そこそこの理解を得られて、大勢の方々からも利用が促進されるようになってきたという答

弁をいただきました。 

それで県下における市町村の間伐材の補助率の状況が、もしおわかりでしたら教えていただきた

い。県内では長岡市の補助率が高くて、受益者の持ち出し分がただではないだろうかというふうな

情報もちょっと聞いておりますけども、その辺もしおわかりでしたら、含めて教えていただきたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

補助率については、県下一律ではございませんで、当然、各市にとって取り組み方が違うわけで

ございますけども、調べたところで言いますと、一応、補助率については最低のところで５％、最

高のところで２０％ということでございます。当市については２０％でございますので、糸魚川市、

それから長岡市と阿賀野市が２０％でございますので、それ以外の市町村については、もっと低い

わけでございますので、補助率についてはかさ上げと言いますか、国・県の補助のほかに市の単独

のかさ上げについては、結構高い方に位置しているんじゃないかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございます。 

森林整備の促進と地球温暖化防止のために、私は補助率の見直しが必要ではないかというふうに

考えておったんですが、先ほどですと最低が５％、上限と言うか一番多いところで２０％、しかも
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３市だというふうにお聞きしたわけでございますが、やはり市としても、あるいは地球規模的にも

森林整備を進めていく上で、ある程度の補助金の見直しを、よその市町村より先駆けて行ってもい

いのではないかなというふうに私個人的には考えますが、その辺いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

少しでも高い方がいいというのは、当然のことなんでございますけども、いずれにしても森林と

いうのは、あくまでも公共施設ではないですね、あくまでも個人の財産であるということをやっぱ

り頭の隅に置かないと、森林所有者でなくて一般市民の皆さんからも理解を得るためには、その辺

なかなか検討していかないと、単純に上げればいいというものじゃないかというふうに思っており

ます。 

そんなことで、地球温暖化の防止ということで叫ばれているわけでございますので、県下の状況

を見ながら、その辺は少し検討する余地は、あるんではないかなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

確かに個人の所有ではございますけども、やはり公益性ということを考えた場合に、これは個人

の所有だからというような形で、間伐材特別措置法に関しても、あえて特別措置をつくって、地球

温暖化６％削減して皆さん努力してくださいよというふうな法律が、できてこないんではないかと

いうふうにも考えております。 

できれば公益ということを重要視しながら、この間伐も促進をしていっていただきたいと。そし

てもう１点、間伐し整備された森林、先ほど申し上げました１３０ヘクタールのうち、先ほどの公

益性、私有性、私個人のものが５１ヘクタール、これは民有林だということで、先ほどの計算です

と持ち出しが２万４,０００円の持ち出しだと。そうした場合に、もう１００万円補助金等々があ

れば、先ほどのお話ではないんですが、個人の負担をなくして地域の公益性を含めた間伐、除間伐

ができるというふうな話もいただいておりますので、その辺、ぜひ前向きに検討を重ねていってい

ただきたいというふうに思います。 

次に、②の森林整備の補助制度と地域活性化対策についての質問に入らせていただきます。 

森林所有者の高齢化や採算性の悪化に伴い、生産意欲の低下により戦後に造成された人工林の整

備が十分に行われなくなった。森林の持つ機能と役割が失われてきておる。 

そういった状況の中で、森林整備の主な補助金制度といたしまして、森林整備地域活性活動支援

交付金制度、それから造林推進事業、あるいは森林施設整備事業と、それから先ほど平成１５年度

から実施されていたフォレストコミュニティ総合整備事業を引き継ぐ形での、平成２０年度からの

里山エリア再生交付金が新規に創設され、指定されたというふうに聞いております。 

これは１つの例でございますが、ぬながわ森林組合によりますと、森林施設整備補助事業により

高性能林業機械の導入ができ、間伐材生産の効率化により森林所有者に収益を還元できる利用間伐
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材対象区域を拡大することができたと。 

それから平成１８年度、利用間伐材５６１立方メートルであったのが、平成１９年度には

１,２０２立方メートルを超えたというふうな内容で文書が出ております。 

また、先ほどの安全衛生という面では、現場作業員の労働強度の軽減と、労働安全衛生の向上が

図られ、地元のみならず他の地域から就職してきた、つまりＩターンなどの若手林業就業者の採用、

定着にもつながっていると。平成１９年度には、若者７名が採用されているというそうであります。 

これはやはり地域活性化、こういう間伐材を推奨することによって、７人もの若者がこの地域に

Ｉターンしてきていただいたと。まさしく、これは地域活性化の何ものでもない、すばらしい私は

施策だというふうに考えております。 

それから、先ほどのその間伐材の中で、合板市場の急激な拡大により、今後さらに間伐材生産の

拡大が可能になっているという話もちょうだいをしております。 

先ほどの市長答弁にもありました間伐整備の取り組みの中で、施業の高性能機械化を図り、安全

で安心して施業できる環境づくり、これはもう整っておるわけでございます。 

このようにさまざまな補助金制度による森林整備の活性化が、若者７名を採用することによって

職場の活性が図られ、これが地域の活性化につながる、すばらしい成果のあらわれであろうという

ふうに私も考えますけども、再度いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさに私も、そのとおりだととらえております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございます。 

次に、里山エリア再生交付金、これは国・県の６８％の補助率のメリットもあるし、デメリット

も幾つか挙げられておりましたけども、これ実際にもう既に２０年から採用されたということなん

で、もう既に時期がたっておりますけども、この辺、本当に実際に作業を行ってみて、本当にどん

なメリットがあったのか、また、どんなやっぱりデメリットがあったのか。簡単でよろしいですの

で、わかりましたら教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

メリット・デメリットということでございますけども、メリットにつきましては、今までは公共
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でありますと３０年、あるいは県単でありますと４５年生までが間伐対象となっていたわけでござ

いますが、それ以上の高林齢になりますと、補助対象から除外されてたわけでございますが、今回、

里山エリア再生交付金事業に当てはまったことから、１１年生以上、非常に少ない林齢であっても、

それ以上であれば、すべて補助対象になるということで、非常に補助率が上がったと、高額補助に

なってきたというふうに考えております。 

それから面積についても、今までの縛りがなくなりまして０.１ヘクタール、１反歩以上であれ

ば申請が可能になったということでございます。 

それから今まで里山エリアは、糸魚川市全域でなくて部分的であったんですが、それが全域にな

ったということで林業施業計画、それを立てる必要がなくなったものですから、非常に事務的には

簡素化されて、非常に助かっているんじゃないかなというふうに思っております。 

それからデメリットについては、里山エリアになってのデメリットというのは考えておりません。

フォレスト時代には１５０だったものが１７０にもなるわけでございますので、すべて非常に高率

補助ということで、非常に喜んでいるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

またありがとうございます。 

私は基本的に、この里山エリア再生交付金の制度と、先ほども話にありました森林間伐等の実施

の促進に関する特別措置法、これの制度を両方あげたときにどっちが有利なんだと、どっちが市の

ために、地域住民のために、あるいは山林所有者のために、有利なんかなというふうなことをちょ

っと考えたもんですから、この質問に入らせていただきました。 

この里山エリア再生交付金の創設という中で、これは非常に需要度の高い整備内容であるという

ことと、もう１つは地方の自主性、裁量性の高い制度であるんだというふうな文言が掲載をされて

おります。 

私、これはどういうことかなということで、２０年度の予算書をばっと開いて見たんですけども、

具体的にここでは述べませんけども、１５款の県支出金の中に、農林水産補助金としてやはり金額

が載っているんですが、その中での使い分けですね。これ里山エリア再生交付金というような形で

市営林道開設事業と、それからもう１つは、具体的には市営林道改良事業という中でしか使われて

おらんわけですよね。もちろん、これが要望だとか陳情だとかいろんな形で、いろんな地方から、

いろんな地域から、いろんな状況の中でこれは組まれたと思いますけども、この金額を若干なりと

も先ほど私がお話したような形で実際問題、地方の自主性、裁量性の高い制度であって、自由度の

高い整備内容ができるんだというふうになっているんですから、この辺を少し流動的に、流動とい

う言葉を使っちゃいけないんでしょうかね、内容を変えて、この森林整備事業の方にあてても、可

能じゃないかなというふうに私は考えますけども、もしその辺、おわかりでしたら。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 
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○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

里山エリア再生交付金につきましては、これは今森林整備だけじゃなくて、林道改良についても

採択になっておるわけで、その金額は非常に大きいわけでございます。これはあくまでも林道改良

しようとすれば、森林整備よりも当然金額的にかかります。森林整備になぜ予算が少ないかと言う

と、決して少ないわけじゃなくて、それだけのものを消化できないというのが現実にあるわけです

ね。ですから、もっともっと山元の皆さんが、何とか森林整備をしようということで頑張っていた

だいたり、あるいはもちろん市なり県は、皆さんから座談会をしながら、森林整備に参加していた

だきたいというふうにやっとるわけでございますが、そういった面積が当然ふえれば、県の方も当

然対応できるだろうし、また市としてもそれに対して、当然同じように対応していく予定になって

おりますので。いずれにしても面積が拡大して、それ以上は予算づけできないわというぐらいの形

の中で、森林所有者が間伐に目を向けていただければ、非常に助かるなというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

今ほどの課長の話ですと、やはり里山エリア再生交付金制度というものと間伐特別措置法、この

利用制度を比較した場合に、その里山エリア再生交付金制度の方が、この糸魚川市においては利用

度が高いと言いますか、条件的にはいいんだというふうなとらえ方でいいわけですね。 

そういうふうにとらえさせていただいた中で、じゃあ平成２０年度から地球温暖化防止を目的と

した京都議定書の第１次約束期間、これは平成２０年から２４年度が始まったと。そして森林吸収

目標の達成に向けた森林整備の重要性が増し、森林間伐等の実施の促進に関する特別措置法が５月

１６日に公布され、施行されましたが、我々はその７月２４日に、この話を関係各位がお集まりに

なった中でお聞きをしたと。もう既に７月ですから８月、９月、もう２カ月たっておりますけども、

その後の市の取り組みについて、お尋ねをいたしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

特別措置法については平成２０年、ことしから２４年までの５カ年計画ということでございます

ので、現在、農林振興部と市で一応調整をしながら、検討をしてるというのが実際です。 

というのは、決して一般の建設業の皆さんが参入したいという場合に、別にそれをどうこうとい

う話じゃないんで、あくまでもそういった方々がおられれば、そういった制度に乗っかって鋭意頑

張っていただければいいわけでございますし、少しでも森林整備の面積をふやすという意味では非

常に助かるんですが。 

ただ問題は、その特措法によっていったんやろうとしますと、その計画された区域が、今現在は、
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糸魚川市全体が里山エリアの区域に入っとるわけですが、そこの間だけ里山エリアから区域として

外されるんですね。そうしますと、それがすべて所有者の皆さんのご希望に応じた形で、完全に

２４年までの間に終わればいいんですけども、それがたまたま完全に終わらんかったということに

なりますと、いったん歯抜けになったものは、元へ戻らないということがあるもんですから、本当

に確実な１つの計画を立てながら、そういったものに参加してもらうことについては全く拒むもの

でございませんし、どしどしやってもらいたいと思います。そういうことで、県なり、あるいは市

も、そういった状況を今見とるというような状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

それでは、この森林整備特措法ですね、これはあんまりメリットがないんだというふうな解釈で、

再度課長、よろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

一応予算的な面もございまして、今、里山エリア再生交付金事業が、我々が要望する満度につか

なかった場合に、そういった面については、今の特措法を使う中でやるというのも１つの方法でご

ざいますので、いろんなケースがあると思いますけども、全くメリットがないというわけでござい

ませんけども、メリットはちょっと薄いなというような感じがしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

私はこの法律により、地球の温暖化防止のための間伐材の実行は、地方自治体に依存することに

なったと。各県知事は特定間伐に関する基本方針を定め、市町村が促進計画を作成すると。国は市

町村に対して交付金を出すとともに、特定間伐の実施や補助に関する経費は、地方債の起債対象と

することができると。そして償還金には地方交付税の措置が適用されるというふうな、利点もある

よというふうな文言で掲載されておりますが、糸魚川市にとりましては、私はまことに有利な条件

ではないかなというふうに考えますけども、その辺いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

その起債の件でございますけども、今まで施業をしてきた、今まで過去３年なら３年間のした実
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績に対して上積みと言いますか、新たに整備される面積がふえたものに対してのものでございます

ので、非常にごくわずかなものだと思っております。そういうことで、決してメリットが相当ある

というものではないなという考えでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

それでは、これは過去３年間の実績よりも例えば３００なら３００、今１６０ですね、それが来

年度、２４年度までに１６０のものが４０ふえて２００になったというときに、その４０分に関す

る交付金というのでよろしいんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

今言いましたように追加分が起債対象になるということでございまして、今まで過去３カ年間や

った実績についてはそのままであると。ですから、国としても少しでも間伐とか、そういった森林

整備をふやさんと、森林整備の率を上げていかなきゃならんという中で、今までのものは当然今ま

でのようにやってくださいよと。これから新たに追加するものについて、起債対象にしますよとい

う言い方でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

交付税の配分ということも多分、来年度予算、国から県からあると思いますので、その辺も含め

て、どういうふうな形で進めていった方がいいのか私もよくわかりませんけども、その辺、十分検

討していっていただきたいなというふうに思っております。 

次に、地元木材の利用促進ということで、第２回目の質問に入らせていただきます。 

木材、木製品の輸入が、現在、不透明でございます。戦後に植林された、利用可能な国内の森林

資源が充実していることから、木材産業においては安定供給可能な資源として、国産材への期待が

高まってきております。 

さらに国産材原木を安定的に供給していく上でも、我が国の林業が持続的な林業生産活動と森林

整備を実施していくことが強く求められております。地場産材利用拡大事業として、県によるふる

さと越後の家づくり事業や、市のふるさと家づくり事業、さまざまな取り組みが行われております。 

そこで平成１７年８月に森林組合木材連合会から、地産地消による地元材の利用拡大と、公共事

業における間伐材利用促進について、１、公共施設には率先して地元材を利用していただきたい。

２番、間伐材の公共事業の工業用資材の利用拡大を図っていただきたいとの陳情がなされておりま

す。 

市内の住宅建築件数は、１年間、大体２００棟というふうに聞いております。それもおよそ使う
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素材が１万立方メートル消費されておると。地元材の利用が２０％程度あると言われております。

平成１７年度、木造住宅着工数が２７９戸、平成１８年度は２１１戸、平成１９年度は２０３戸と

聞いております。 

糸魚川市内で地元材を使用した住宅建築に対して県の取り組みで、ふるさと越後の家づくり事業

では、新築、改築、増築には５０万円の補助、建主が若者、もしくはＵターンの場合に１０万円の

加算補助。市の場合は市の事業として、糸魚川市地場産材利用拡大事業では、増改築工事に対して

上限２０万円で地場産材購入補助と。ふるさとの木家づくり振興協議会では、地場産材を利用して

新築、増改築した場合にスギの柱材など５０本、おおむね２０万円相当補助し、建築を請け負った

大工、あるいは工務店さんに、ＰＲ費用として１０万円を補助しておると。大変すばらしい補助制

度もあるわけでございますが。 

そこで質問いたしますが、糸魚川市内でこれらの補助制度を利用して建築された住宅数。先ほど

市長の方から、２０年度のふるさと越後の家づくり事業で１８棟ですか、それからふるさとの家づ

くり事業で４棟というふうな説明を受けたかと思いますけども、もう少し詳しく１７年ぐらいから、

もし時系列でわかりましたら、その辺を教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

当市では３つの事業が展開されているわけでございますけども、市の単独事業で、今議員さんが

言われたように糸魚川市地場産材拡大事業ということで、これは増改築に限っての話なんですが、

全面的な建てかえについては補助対象にしてませんけども、これについては平成１８年からスター

トしまして１８年が２棟、それから平成１９年が４棟ということになっております。 

それから新潟県の事業でございますが、ふるさと越後の家づくり事業については、平成１９年か

らスタートしております。これは実際、震災に伴った事業でございまして、その前段では長岡とか、

そういった方で盛んに行われてきたわけでございますけども、平成１９年から全県的にやろうとい

うことで、現在、平成１９年についても２００棟を募集をしたわけでございますが、当市について

は１８棟が募集しまして全員当選したと。競争率については２５％、１.２５であったんですが、

非常に運よく１８棟全員が当選したという実績がございます。 

それから、ふるさとの木の家づくり振興協議会という、これは市でも補助を出している団体の協

議会でございますけども、糸魚川産スギ柱等プレゼント事業ということで、これは平成１３年から

スタートした事業でございますけども、最近でいきますと１７年については３棟、１８年について

も３棟、この１９年についても３棟ということでございます。そんなところが、今までの実績でご

ざいます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 



－ 151 － 

＋ 

ありがとうございました。 

教育委員会では、平成２４年度までに学校整備計画を策定し、耐震化事業を実施するわけであり

ましょうが、改築する建物等がありましたら地場産木材を利用し、気候風土に合った、ぬくもりの

ある学校施設をぜひお願いしたいものであります。これは要望になります。 

その中で、こういうふうにして地場産材を利用した小学校、中学校のすべてじゃありませんけど

も校舎と体育館、そういうものの地元の木材を利用した学校をご存じでしたら、参考までに教えて

いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

学校施設の関係でございますけども、平成１９年度については、残念ながらございませんでした。

それから平成１８年度、１年さかのぼりますが、１８年度については相当皆さんから頑張っていた

だいて、公共施設に入れてもらったわけでございますが、挙げさせてもらいますと田沢小学校、そ

れから下早川小学校体育館、それから中能生小学校体育館、それから建設課が対応してもらってま

す梶屋敷の市営住宅。それから、農林の関係でございますけども浦本の漁港の公園がありますけど

も公衆トイレ、それについても使っておりますし、それから岩木での消防団の格納庫にも、地場産

材を使ってもらっておる状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

今、農林水産課長の方から答弁したほかに、小滝の軽スポーツ施設、それから大和川公民館、こ

ちらの両施設では、地元産材をフルに使っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。ぜひまた引き続き地元材で、お願いしたいものだというふうに考えて

おります。 

木材産業も構造不況と言われて３０年が経過しております。大変、台所事情も苦しいような業界

でありますが、今後ともぜひ地場産材の利用促進に向けて、特段の振興策をお願いいただくよう、

お願いを申し上げたいと思います。 

続きまして、（２）の間伐材と地球温暖化防止の間伐材利用促進に入らせていただきます。 

まず、いろんな間伐をしなきゃならない面積、場所があったと思いますけども、この糸魚川市の

所有している公有林事業で、市の所有している林に対してどのような施業をしていらっしゃるのか、

お尋ねをしたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

市の所有の森林ということでございますけども、これについては新植については３.５７ヘクタ

ール、それから下刈りについては６.３１ヘクタール、それから間伐については１０.４７ヘクター

ル、枝打ちについては７.５８ヘクタールということで、合わせまして２７.９３ヘクタールが、市

でもって市の中の土地ですか、山林を整備をしております。 

それから作業道の開設ということで、４６０メートルも行ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございます。 

間伐で１０.４７ヘクタールということでございますが、今、間伐にはいろいろ種類があるとか、

切り捨て間伐だとか、利用間伐とかあると言いますけども、この間伐されたものは、どういうふう

な形に。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

間伐については、今まではほとんどが切り捨て間伐であったわけでございますけども、たまたま

昨年ですけれども、能生のグリーンメッセの周りでもって間伐作業をさせていただきました。周囲

の間伐３.５ヘクタールをやらせてもらったわけでございますけども、その部分について利用間伐

ということで、若干の収入はありました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

公有林、市の林に投資いたしまして、森林整備を行っておるということでございますが、この森

林が、要するに８０年ぐらいたって伐期を迎えてきたときに、その材の利用見込みだとか見通しと

いうものを、市長、お考えなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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お答えいたします。 

議員ご指摘のとおり非常に課題が大きいととらえてるわけでございまして、その辺はこの利用促

進をどのようにしていくかというのが、やはり一番大きな根底にあるものだろうと思っております。 

今議員ご質問しているものは、すべてそれにつながっていくものだろうと思ってるわけでござい

まして、今ほどの振興協議会の中でも、やはりそれを大きな問題とさせていただいて、これをどの

ようにしていくか。ただ単に間伐だけを進めるのではなくて、利用促進をどのようにしていくか、

利用拡大をどのようにしていくかというのが、この糸魚川の森林の大きな課題ということの中で、

今取り上げさせていただいております。 

ただ、市内だけで利用するのではなくて、やはりこれを大きな１つの私は糸魚川の特産にあげて

いきながら、周辺市町村で使っていただくような対応にもっていきたいと思っております。それに

は、やはり乾燥という大きな壁を越えなくてはいけない、集積をどのようにしていくかというのが

大きな課題でございますし、公共施設についても、その辺が大きな課題となっておるのが実情でご

ざいまして、それもあわせまして、今、市の市有林の課題等も、そのようにとらえてる次第でござ

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。 

来年の１月からスレート材が関税の理由で高くなり過ぎて日本に入ってこないというような情報

が入っております。間伐材がそろうのだが、新潟まで運搬するのにあんまり経費がかかり過ぎるん

だと。そしてこれはなぜかと言えば合板用材ですね。合板用材に間伐材を新潟市まで運んでいるん

だと、それに経費がかかるんだと。ところが十日町、魚沼市南魚沼市におきましては、間伐材利用

促進を図るために、合板工場のある新潟市までの運賃として補助を行っていると聞きますが、もし

詳しい内容等おわかりでしたら教えていただきたい。また当市におきましても、その辺の運賃補助

と言いますか、そういうものが何とかならないのかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

間伐材についての合板工場までの搬入経費についての補助でございますけども、新潟県では別に

地域を区切らないで、全域に対して補助をしております、運送費についてですね。これについては

平成１９年については、県内一律８００円ということであったんですが、あまりにも新潟に遠いと

ころと近いところでは非常に差が出過ぎるということで、平成２０年のことしについては１００キ

ロ以下については７３０円、それから１００キロ以上については１,１５０円という補助を、県は

全域についてやっております。なおかつ今言われた魚沼なり十日町ですか、そういったところが単

独でやっておられるわけでございますが、これは燃油高騰に関係なくして当初予算から計上されて
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るというふうに聞いておりますので、間伐推進のために上積みの補助をしているのが状況でござい

ます。 

当市も非常に魚沼とか十日町だとか、そういったところから見れば遠隔地にあるわけでございま

すので、そういったものもある程度参考に、来年度以降についての予算づけについては、またいろ

いろと庁内で検討させてもらいたいと思います。 

ただ、今相当燃油が上がったということで、７月１日から実際、運送業者との取引の関係で、単

価は相当上がりました。そんな角度から緊急避難的なんですが、少しでも今の森林整備、あるいは

間伐の利用促進を停滞させないために今回上がった分について、あくまでも運送業者とか、あるい

はぬながわ森林組合に補助するんじゃなくて、森林所有者に補助するという観点から、今回５月補

正で、上がった分についての補助をさせてもらいたいというふうに考えております。 

ちなみに、さっきの市町村については、一律１,０８４円を当初予算から上げてるそうでござい

ます、１立方に対して。今回、９月補正でお願いしたいというふうに考えてるのは、その３分の

１程度でございますので、まだ少ないですが少しでも森林整備、利用促進が停滞しないような形で、

最低限の補助はさせていただきたいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

大滝議員。 

○１５番（大滝 豊君） 

ありがとうございました。 

森林整備への個人負担がなくなり、間伐材を建築用材、合板用材として利用して、従来、その場

に置いてきたものを木質系バイオマス発電などに、今以上に有効に利用することによって雇用も生

まれ、電力も賄え、地球温暖化にも役立つんではないかと考えております。 

木質バイオマスの件は、ちょっと質問ができませんでしたけども、また次回にさせていただきま

す。 

これで私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、大滝議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

１３時まで暫時休憩いたします。 

 

〈午後０時１５分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、甲村 聰議員。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 〔１番 甲村 聰君登壇〕 

○１番（甲村 聰君） 

発言通告書によりまして一般質問を行います。 

１点目、健康いといがわ２１についてと、２点目、自然エネルギーの活用について、市長の見解

を伺います。 

まず、健康いといがわ２１についてであります。 

この計画は、生涯にわたり健やかで生きがいを持ち、心豊かに暮らせることは、市民共通の願い

です。この願いを実現するためには、市民一人一人が自分の健康は自分で守り、自分でつくるとい

う意識を持ち、主体的に健康づくりに取り組むとともに、より効果的に実践できるよう家庭及び地

域社会が連携して健康寿命の延伸を目指し、健康づくりに取り組むための計画とあります。 

健康づくりは市長公約の１つでもあり、重要な施策であると私も同感しているところです。この

計画を効果的に実践するために、行政の果たす役割は大であります。 

そこで、次の事項について市長の見解を伺います。 

(1) 健康づくりの拠点施設である（仮称）健康づくりセンターの建設時期は実施計画どおりか

伺います。 

(2) 各分野における目標値について事業評価をする中で、どのように見直していくのか伺いま

す。 

(3) 身体活動・運動分野における指導者育成と各種運動教室の参加者の増強について、どのよ

うに展開されるか伺います。 

(4) 生活習慣病分野における特定健診の現状と課題について伺います。 

(5) ジオパーク候補地に関連したウォーキングコース作りをされてはいかがですか。見解を伺

います。 

次に、自然エネルギーの活用についてであります。 

地球温暖化は大気や海洋の世界平均温度の上昇、南極や北極の氷や山岳氷河などの広範囲にわた

る減少、世界平均海水水位の上昇等が観測され、明らかになってきているとされています。日本に

おいても台風の巨大化や局地的豪雨等が頻発し、被害を受けています。 

本年７月に、Ｇ８北海道洞爺湖サミットが開催され、二酸化炭素排出抑制について論議されまし

たが、世界的な合意は得られず閉幕しました。しかしながら二酸化炭素排出抑制は、世界の関心事

になっていることは確かであります。 

自然エネルギーの活用は、二酸化炭素抑制に効果的な方法の１つであります。当市における自然

エネルギーの活用については、決して活発とは言えない状況と受けとめています。自然エネルギー

の活用に関する環境の変化と理解が深まりつつあると考えます。当市においても積極的に、自然エ

ネルギーの活用に取り組んでいただきたいと考えます。 

そこで、次の事項について市長の見解を伺います。 

(1) 風力発電施設の現況の受け止め方と増設の方向性について見解を伺います。 

(2) 太陽光発電については公共施設のみならず、一般住宅への補助制度もあり、積極的に推進
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すべきであると考えますが見解を伺います。 

(3) 地熱エネルギー活用の研究・検討の進 状況について伺います。 

(4) 新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）と積極的にかかわっていくべきと考え

ますが、見解を伺います。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

甲村議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の健康いといがわ２１の１点目、健康づくりセンターの建設時期につきましては、現時点

では平成２１年秋ごろ着工、平成２２年度の完成を目指して準備を進めているところであります。 

２点目、健康いといがわ２１の見直しにつきましては、計画期間が１０年と長期にわたりますの

で、途中で事業評価や国・県の動向を踏まえた見直しを行い、市民の健康づくりを推進してまいり

ます。 

３点目、指導者につきましては、現在、各種事業の中で育成するものと、外部指導者に依頼する

ものがありますが、健康づくりセンターオープンを見据えて、人材登録制度などにより確保してま

いります。 

また、各種運動教室参加者の増強につきましては、事業の周知はもちろんのこと、健康づくりの

きっかけとなるような事業の実施を、積極的に展開してまいります。 

４点目、特定健診の現状と課題につきましては、現在、健診終了者は１,１８５人であります。

今後は国保ドックやＪＡミニドックの受診者数も加わり、本年度の目標とする受診率３４％は、ク

リアできるものと見込んでおります。 

課題は、市民の利便性を図り受診しやすい体制を整備し、各種がん検診も同時に実施できる健診

体制の整備と認識いたしております。 

５点目、ジオパークに関連したウォーキングコースづくりにつきましては、新たなコースづくり

は考えておりませんが、適当と判断されるコースであれば、ウォーキングコースとして紹介してい

きたいと思っております。 

２番目の自然エネルギーの活用の１点目、風力発電設備の現況につきましては、現在、市内では

２基の施設が稼働いたしておりますが、風力の状況により発電量が変動することと、維持管理費に

見合う発電量の確保が難しい状況であります。 

さらに落雷事故等による突発的な修繕費が必要なことと、今後は施設の経年劣化による大規模な

修繕費用が予想されることから、採算の取れる施設ではないと受けとめており、増設につきまして

は考えておりません。 

２点目の家庭用太陽光発電設備の助成制度の活用につきましては、最近の環境意識の高まりから

申請件数が増加傾向にあります。 

今後も国の導入促進策の動向に配慮しながら、積極的に普及に努めてまいります。 

３点目、地熱発電につきましては、採算性の困難さから市としての取り組みは考えておりません。 
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４点目、ＮＥＤＯとのかかわりにつきましては、補助事業の情報収集を積極的に行い、一層の普

及啓発に努めてまいります。 

また、新エネルギーシステムを導入した企業等からの相談には、今後ともＮＥＤＯの助成制度の

紹介をしていきたいと思っております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

健康いといがわ２１について、２回目の質問に入ります。 

先ほど市長の答弁では、２２年度の完成に向けて確実に実施していくというご答弁がありまして、

これについては、ぜひ確実にしていただきたいということを思っております。 

その中で、最近、原油高騰の影響もあるんでしょうけども、資材高騰という状態で、いろんな材

料が上がってきとるという事実があって、実施計画ではトータルすると、１３億円強の予算が想定

されておるわけですけども、この部分においてどのような影響を受けるのか。 

一応、１つの計画が内容的に発表されておりますけれども、その内容変更をせざるを得んのか、

そのままの内容を実現すると、予算上の部分が引っかかってくるんではないかと、このように思う

んですけども、その辺について見解を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

議員ご質問のように資材の高騰、相当影響を受けております。中には鉄鋼関係が１割近く上がる

というような事例もあったり、平均すると５～６％上がるんではないかという、これはちょっと前

のデータになりますけども、そんなふうに考えております。これによる設計単価の見直し、これは

やらなくてはいけないことだろうというふうに考えております。 

ただ、全体の基本的な枠組みと言いましょうか、そういったものにつきましては、現状どおり進

めてまいりたいという考え方でおります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

全体の見方として、５、６％上がるんではないかということでありますけども、内容的には変更

せず、できるだけ計画の実施をしたいというふうに受けとめました。５、６％の部分は予算上許さ

れる範囲、また理解を得られる範囲というふうにお考えなのか伺います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

先ほど申し上げましたように、ちょっと前のデータで５、６％という状況でございます。現在も

上がっておろうかと、発注時期まで、まだまだ上がるのではないかというふうに推測をいたしてお

るわけでございますけども、それに合わせた形で、予算の準備をしてまいりたいというふうに考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

ということは、要するに実施計画で予算上組まれてる部分が上がってくるという部分を市民に理

解を得て、内容的には、できる限り変更しないで実施したいというように受けとめてよろしいわけ

ですか。もう一度ご答弁をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

単価につきましては、今後どのように推移するかは確たるものはございませんけれども、今ほど

申し上げたような形で、進めてまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

各分野における目標値について伺います。 

この部分は計画として１０年間の計画であるという中で、途中で見直していくというご答弁があ

りましたけども、毎年、事業評価をするということで目標値の達成度、また、それに到達できるの

かどうか推測できるという部分が、確実にすることで出てくるわけですね。それを踏まえて対応策

を考えるということで、これにつきましては中途で見直すということの答弁がありましたけれども、

毎年とは言いませんけども、その目標値の設定を確実にしていく、実施が達成ができるというふう

な中で、きちっとした事業評価とともに、この目標値についてこのように推移します、このように

変更しますということを、市民に対して周知することで、この健康いといがわ２１が非常に評価を

高くするんではないかと、このように思いますけども、考え方をお伺いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 
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お答えをいたします。 

今ほど議員さんの方から話がございました事業評価でございますけども、もともと健康いといが

わ２１に書かれてございますいろんな目標値、これはアンケート等による目標値設定という部分が

結構ございます。 

そんな状況の中で、計画そのものは先ほど市長が申し上げましたように、１０年と非常に長いス

パンで計画を立ててございます。途中でやはり事業評価をしなくてはいけないという考え方を持っ

てございまして、５年前後ぐらいで、例えばアンケートを再度とってみるというような形をとりな

がら、事業評価をしながら次のステップへ移りたい。当然そういった見直しをした段階では、市民

の皆さんにお知らせをすることは当然だというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

いろんなことで進 状況だとか、文教民生常任委員会でもその考え方が発表されましたけども、

先ほど課長の方から、５年程度ということで見直していくというお話がありましたけれども、その

中でアンケート等をとってという答弁でありましたけども、事業評価に関しましては、市民の現状

の満足度とかそういうことではなくて、現状の把握が一番大事でありまして、その部分をきちっと

評価することで目標が達成できるかどうか、進捗がどうかというものが推測されていくもんだと思

うんですね。 

その中でやっぱり庁内とか、その中できちっとした把握、そしてまた課題を挙げて、その目標値

の達成に向けてのことが確実にされるということが、まず必要だと思いますけども、それについて。

この計画はもう２年経過してきとるわけですね、その中でこの計画が始まったとき順調に進捗しな

いと、なかなか達成が、また意識も薄れてくるという部分にもかかわってくるんではないかと思い

ますので、その点について、もう一度お考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

事業評価に際しまして、市民の満足度もよく調査をせえというご意見というふうに、お聞きをい

たしたわけでございますけども、 

○１番（甲村 聰君） 

アンケートだけでなくて庁内の部分。 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

すみません、庁内ということは庁舎内ということですか。 

○１番（甲村 聰君） 

そうそう。 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

失礼しました。言い返しをさせていただきます。 
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もちろん、この健康いといがわ２１につきましては、私ども健康増進課を中心にさせていただい

ておりますけども、いろいろ関係部署もございます。当然内部の意見調整も図りながら、さらには

先ほど申しました市民の満足度等も調査もしながら、進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

事業評価という部分に関して事務報告書を見ますと、平成１９年度は健康づくり推進協議会を

２回ほど開催されております。これにつきましては、いろんな各分野からの委員が選出されて、構

成されておるわけですね。その中でもやっぱり意見、また計画だけでなくて、その事業評価を含め

てぜひ協力を願うという中で、庁内の検討とともにその目標値の達成、これはいろんな分野にかか

わるわけですので、その部分が達成できるかどうかという部分についての意見も聞き届けられるこ

とが、可能性は持っとるんじゃないかと思いますけれども、ぜひ推進協議会のその部分についての

提案なり、協議をしていただくという考え方はございませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

健康づくりの推進協議会でございますけども、おっしゃるとおり昨年２回ほど開催をさせていた

だきました。その中で、いろいろ貴重なご意見をいただいております。 

当然これからの事業の進め方の中でも、庁外の方のご意見、市民の方のまたご意見というような

ことで、十分にそちらの方の内容を尊重してまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

意見とか、その部分は尊重するのは当然だと思いますけども、事業評価に加わっていただく具体

的な部分をお引き受けいただいて、審議していただくというお考えがないのかということをお聞き

しとるわけです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

事業評価の方への参画ということでございますね。先ほど言いましたように、庁内の意見を収集

したり、それからアンケートをとるといった中で基礎資料的なものを、私どもはまず収集をさせて

もらうということになろうかと思います。その結果として、最終的にその段階でどのように評価し

ていくかということについても、健康づくり推進協議会のご意見を賜っていきたいというふうに思
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

７月に文教民生常任委員会で市外調査を行って、彦根市の方にお伺いしました。彦根市でもこの

健康の部分については事業化しとるわけで、その中では当初計画では細分化されて、いろんな実行

委員会という部分をつくってした経過がありますけども、本年度になって見直しをして、少し分野

を縮めて統合してという部分がありましたけれども、それぞれの分野にかかわる実行委員会をつく

って、それについて事業評価をきちっとして、次の事業をまた組み立てていくということをとられ

ておられるんですね。 

やっぱり全体では、なかなか具体的な事業評価はしにくいという面で、分野に分けて実行委員会

をつくって事業評価をして、次の目標設定をするというものを確実に実施されとるんだというふう

なことを、勉強させてもらってきましたけども、推進協議会という委員会がありますし、その機能

としてその部分も付加していく、またお願いしていくというお考えはないか、その点について見解

を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

彦根市のように実行委員会をつくったり、私どものように推進協議会という中でやるとか、やり

方はいろいろあろうかと思います。 

ただ、やはり実行委員会形式にしろ、私どもがとっている全体で見るというやり方にいたしまし

ても、やはり基本というのは現状はどうかというところをしっかり押さえて、先ほどから議員が言

われているように、まず現実を直視した中で、いわゆる目標値に対してどこの部分が達していない

んだ、弱いんだというところを、まず分析することが大事なのかなと。 

目標値が例えば数値設定されているのであれば、その数値設定した数値に至らないところという

のは、何が弊害があって、その数値に達しなかったのかというようなところで、これは数値設定し

てないよりも数値設定してある部分、これは本当に数字が届かないという、これはもうはっきりし

ている世界でございますので、その辺は協議会のメンバーの皆さんに現状の数値をお示しする中で、

どこの部分に問題があるのかということを議論していただくというのは、当然考えております。 

その上で、先ほど実行委員会形式でやるお考えを言及されておりましたけれども、また糸魚川市

といたしましては実行委員会というよりも協議会の中ですべて成果をとらえる中で、先ほど申しま

したように、至らないところはどこだったのかというようなところを検証しながら、計画を進めて

いきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

私も彦根市のスタイルがベストというふうには考えておりませんが、固執するものでもございま

せんけども、確実にその部分が実施される目標値に向かって進んどるということが、推進協議会の

協力を得ながら進めるという方策も、内容を充実していく方向の中で可能というお考えについては

了解、また理解はできるところであります。 

３番目の身体活動、運動分野について伺いたいと思いますけども、指導者の育成が課題になって、

当初計画しておる部分から少しまだ弱いという部分を、課題というふうなことが挙がっております

けども、何が要因になってなかなか進まないのか、どのようにとらえておられるかお聞きしたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

運動分野におけます指導者の育成ということでございますけども、長期的に見た段階でどうなの

かなという部分がありますけども、現状でいきますと指導を受ける側のある程度のグループができ

て、それに適正な指導者を配置をしたいということで進めさせてもらっております。 

今のところ、まだ受け手と言いましょうか、市民の方々のグループと言うか、そういった方々の

でき方がちょうどいいと言えばちょうどいいのかもしれませんが、緩やかに進んでいるという状況

に見えますので、今の段階で特別に指導者が極端に不足をしてるとか、そういったようなことでは

ないというふうに私どもは考えております。 

ただ今後進めていく中で、そういったこともございますので、先ほど申し上げましたような人材

登録制度等も活用しながら確保をしてまいりたいと、こういうふうに考えてるということでござい

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

拠点施設が２２年度を目途に今建設されている。これは拠点でありますので、そのことができた

暁には非常に意味のある、また有効利用できる施設であるというものにしていく必要性があると思

うんですね。 

その中で今、この運動教室だとかソフト事業でやってることが見えて、充実していくことによっ

て、その拠点施設が意味あるということにつながっていくだろうと思うんですね。 

幸いにしてと言いますか、もう２年間ほどあるわけですね。その中で緩やかな一つの進捗ではな

くて、全市民にわたるような一つの方向性を持った方向も必要だと思うんですね。その中でやっぱ

り拠点が意味あるものになってくる、また施設利用が活発になる。いい施設をつくってもらったな

という評価につながると、このように思うんですね。 



－ 163 － 

＋ 

いろんな思いがあったにしても、願いがあったにしても、なかなか理解が深まらんという部分に

つながるような、もう２年間の活動、ソフト事業を充実していく必要があると思うんですね。これ

についてどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをさせていただきます。 

緩やかというふうにちょっと申し上げて誤解を与えたのかもしれませんが、私どもの方でもご承

知かもしれませんが、新しい手法で例えばインターネットを通じて健康対策のものを流すとか、そ

れから地域へ回覧板を流してさせていただくとか、また地域でお声がかかれば、すぐにお邪魔をさ

せてもらって、仮でございますけども、デモンストレーション的な事業をさせてもらうというよう

なことを進めておりまして、今後もマスコミも当然そうでございますけれども、それから私どもの

広報、それから持っておりますいろんな媒体を使って、市民の皆様にいつでも、どこでも、だれで

もできるような健康体操、一番の人間の財産であります健康を大切にしましょうということを訴え

てまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

指導者の必要性は、もう不可欠だというふうに考えておりますが、その中で、なかなか集まらな

いという部分の中で、例えば事業所の部分に働きかける。また、市内においては、いろんなサーク

ルがございますね、その部分をまた養成して、そのサークルの中で健康の分野、運動教室、健康体

操だとか、これら申し上げますけども、そういうふうな部分の中で、サークルの中でその部分を啓

発していく、実践していくという部分もあるんではないかと思いますけれども、それについてはど

のような受けとめ方をされるか、お伺いしたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

指導者でございますけども、結構個人の方でも積極的に私どもの呼びかけに応じて、ご協力をい

ただいている方々もいらっしゃいます。 

それから、日ごろ私どもの職員が地域へ出て指導をしながら、コミュニケーションを交わしなが

ら、その中から新しい地域の指導者というものを養成するといったことも心がけております。 

かなりの数で指導者の方は確保させてもらっているんですが、先ほど前段申し上げましたが、指

導者を派遣する受け手の側の数もある程度まとまってこないと、指導者はできたものの、指導者の

指導の発揮のし場所がないといったようなことも見合わせながら、バランスをとりながら進めさせ

てもらっているというのが現状でございます。いろんなところから指導者を確保する手だてと言い



 

－ 164 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

ましょうか、方策を使わせてもらってるということでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

よろしく展開していただきたいと思います。 

健康づくり体操のメニューがつくられております。私も大和川公民館で体験させていただきまし

た。よくできた体操メニューだと感じました。ただ単に体操メニューを行うことだけでなく、正確

に運動理論を理解した指導者による指導が大事だと、必要であると考えます。 

指導者がきちっとしたその部分を理解して、また教室に集まる、サークルに集まる、公民館に集

まる人たちがきちっとした指導を受けて、そのことが健康増進につながる、健康維持につながると

いう形が。ただ単に体操メニューができるということだけでは、指導者にはならんのではないか。

そういう意味合いからしても指導者の養成が、この健康づくりには非常に重要な要件にあると私は

思っておりまして、その部分をきちっとした、できる指導者を養成していただく。ただ単にリーダ

ーシップがとれるということでは指導者ではないと、このように思いますし、１つの理論に基づい

た正確なそういう体操、いろんな指導ができる人たちの養成が必要なんだと思いますけども、この

辺について伺いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

指導者でございますけども、もちろんしっかりした資格を持ったと言いましょうか、そういった

担当を派遣をいたしまして、その方からまた地域の方々にその技術を伝授しながら、かつ地元の

方々に長続きをして、継続的にずっとやっていただけるような話し方と言いましょうか、コミュニ

ケーションを図るような、そういった話術と言いましょうか、そういったことも含めながら、その

基盤となる技術の方は、しっかりした技術を伝えるという形で、うちの担当職員の方には頑張って

もらっているつもりであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

今度は参加者についてお伺いしたいと思いますけども、いろんな教室が開かれておるということ

ですけども、男性の参加が少ないというような課題として挙がっとる部分もあります。原因という

ものは、どこにあるんでしょうか。どのように受けとめておられるか、お伺いしたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 
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○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

なかなか難しい問題だなというふうに思っているんですが、私自身も何で少ないのかなと、こう

思いながら大和川の現場の方を見させてもらいました。１００％女性の方でございました。庁舎隣

の亀ケ丘の体育館の方でなさっている方々を見ましても男性は１割ぐらいということで、女性は年

代層も幅広く、男性の方はどちらかと言うとお年を召した方というような配分と言いましょうか、

感じでございました。 

何が原因かというふうにやっぱり考えているんですが、やっぱり男はもともとなんかちょっと消

極的と言いましょうか、積極性に欠ける部分があるのかなというふうに思っております。そういっ

た面をいかにこれから克服していくかということだろうと思っておりますが、体操などと言うと非

常に堅苦しくとらえる方が多いようでございます。そういったことをまず払拭をするような私ども

の宣伝の仕方と言いましょうか、周知の仕方といったものもあろうかと思います。そういったこと

をコツコツと心がけながら、あとはまたコミュニケーションと言いましょうか、口コミによる方法

も十分に考えられるというふうに思っております。そんないろんな手法を交えながら、ぜひ男性の

方々からも、参加をいただけるような形にしたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

課長も男性の一人でありまして、なかなか原因がわからないということでありますけども、就労

の年齢においては仕事が非常に詰まってきて忙しいとか、なかなか休みになると、そこまで足を運

んでという気持ちにならんという人たちが多いのかなと。ある面では理由づけがしやすい要件を、

男性の人たちは持ってるのかなというふうな感じ方をしております。 

ただ女性は、そういう面では社会参加という部分が非常に巧みでありまして、１人ではなかなか

動けませんけども、２、３人、またグループをつくってということになると行きやすい、知り合い

がおるということで、そういう面でも女性は参加しやすい形を持っとるのかな。男性はなかなか気

持ちが合う人が少なくて、グループ化はなかなか日常生活でもしにくいという面もあるのかなと思

っております。 

その中で参加要請の中でひとつ、この前も文教民生常任委員会でも少し意見として申し上げまし

たけども、夫婦そろって参加して行くという１つのスタイル、それから男性サークルもあるわけで

すね。その中でやっぱり参加要請をするというようなことを考えますけども、その点についてはど

のようにお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

ありがとうございました。 

私ども気がつかない部分もあるというふうに感じておるわけですので、今ご提言のありました夫

婦でご参加をいただくとか、また男性のサークル単位で参加をいただくとかいったことも、１つの
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方法だというふうに思っております。これ以外にもいろいろあるんだろうと思うんですけども、い

ずれにしても男性の皆さんのご参加を促したいというふうに考えておりますし、例えば高齢の方々

は時間もあるところでございます。でも働き盛りとか若い年代、こういった方々にも参加をいただ

けるような時間設定だとか、そういったものも１つ参考に考えていきたいというふうに思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

よろしくお願いします。 

生活習慣病分野における特定健診について、お伺いしたいと思います。 

これについては制度が変わりまして、各医療保険者の体制というものが変わってきたということ

で、その体制がなかなか整わないのが現状ということで課題として挙がっておりますけども、この

体制をどのように整えていくのか、調整を図っていくのか、お考え方をお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

今回、医療保険者間で若干の行き違いがあったように私どもは思っております。 

特定健診そのものは本来、医療保険者が責任を持ってやるべきだというふうに、これはもう原則

論でございますので、そのように思っておりますし、そういったことを初年度ということもあるの

かもしれませんが、私どもは以降、そういったことを上部団体等にも、お話をしてまいりたいとい

うふうに思っております。 

そんな中で市民全体の健康を確保できると、予防し、改善をしていける、そういった環境づくり

をしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

国の定めた受診率が課せられてきておりまして、それが実現しない場合はペナルティーを課せら

れるというような部分が出てきておりまして、その実施の部分では５年間ぐらいですか、という部

分がありますけども、この部分については、どうしてもクリアしていかんならんという部分があろ

うかと思います。 

その中で、これは国保だけなのか、いろんな保険者の部分も含めて、市民全体としてその部分が

受診率に評価されるのか、それについて教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

議員がおっしゃられました受診率でございますけども、これは保険者ごとに課せられたと言いま

しょうか、目標設定されてる受診率でございます。ですから私どもの場合は、国保ということにな

ろうかというふうに思ってます。 

先ほど市長の方から申し上げました、ことしの状況を見てますと何とかクリアしそうだなという

ふうに思っておるところでありますけども、今後そういった面で十分に配慮しながら、事業の展開

を進めていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

ということは、各保険者に課せられた問題で、その部分がクリアできなければその保険者がペナ

ルティーということに受けとめますけども、その中で、その保険者が違うからということでなくて、

市民全体の１つの部分の受診率が向上されるということが行政全体、また、市全体の大きな１つに

なってくるんでないか。国保はクリアしましたから、私ら大丈夫ですという考え方だけでなくて市

全体、それも各保険者の部分も調整しながら、全体がクリアできるという考え方が必要なんだろう

と思いますけども、それについてはどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

今ほど議員から、市として受診率を上げるために各保険者の調整というお話かと思うんですけれ

ども、基本的には各保険者が、各加入者の被扶養者の健診に対して責任を担うということでござい

ますので、結果として各保険者が一生懸命やっていただければ、おのずと受診率は上がると思って

おります。 

ちょっと言葉が適切かどうかあれなんですけれども、１市町村で各保険者の調整というのは、ち

ょっと不可能なのかなと。例えば具体的に当市の企業で健診率が上がらないというようなことがあ

れば、そちらの方にお願いいたしまして、また上部の組織の方にも積極的な取り組みについて、や

っていただくようにお願いは、これは必要なのかなというふうに思っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

ウォーキングコースということで、お願いしたいと思います。 

先ほどの答弁では、ジオパークコースについてのコース設定は考えてないということでありまし
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たけども、最近の新聞報道によりますと、県の指定で美山コースと久比岐自転車道です、その部分

がウォーキングコースに設定をされたと。そういう面では、非常にいいんではないかなと。 

そういう面の中で今市長が推進されて、市職員が一丸となって推進しておるジオパークという取

り組みについて、ある面では看板等を整備していくということで、また道づくりも必要になってく

る。そういう中でウォーキングコースを設定することで、その周知も図られますし、その施設の部

分のいろんな履歴、どういう意味合いがあるかという部分の中でも周知が図られて、健康増進も図

られると。こういう部分につながるんではないかなということで、ご提案申し上げたんですけども、

ちょっと消極的な回答でありまして、それについてもう少し積極的な姿勢を見せていただきたいと

思うんですけど、いかがなもんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

ジオパークの見学コースにつきましては、本年３月の広報でも能生の弁天岩ジオパークを例にし

まして、見学コースを紹介しております。また、ガイド研修も３回実施しております。また今後も

やりたいということであります。 

今後ウォーキングコースに限定しませんで、各ジオパークごとに一応それぞれ見学コースを作成

しまして、紹介、周知したいというふうに考えております。ただ、ウォーキングコースには限定し

ませんけども、やはり駐車場の確保とか、それからバス路線、それからＪＲ等の条件から、結果的

には多くの場所は、結果的にはウォーキングコースになる可能性は高いですけども、一応そういう

ことで、各ジオパークごとに見学コースを作成してまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

これも彦根の例なんですけども、こういうウォーキングコースを７コースほどつくっとるんです

ね。そういうことで史跡をめぐる、健康増進もできるという１つのアピールの仕方をして、トイレ

等も整備されて、またコースの安全性も確保するという取り組みをされているんですね。それで提

案申し上げたわけですけども、ジオパークの候補地、その史跡、いろんなコースを巡って、日常生

活の中で健康増進が図れると、こういう部分があるんでないかと、このように思いましたので、紹

介しときます。 

自然エネルギーの活用についてお願いしたいと思います。 

先ほどの風力発電については、なかなか推進しにくいという条件が整ってきておるということで、

増設の方向性がないという答弁でありましたけれども、ある面では２機あるわけですね。その中で

収入を考えますと、ペイできるぐらいの経費というものと売電料という部分が、１９年度の部分で

は見えとるんですけども、例えば施設をつくって、その部分がペイできないから消極的だと、慎重

だというお考えでしょうけども、自然エネルギーの活用の条件がだんだん整ってきとるということ
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について、もう一度お考えをお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

確かに風力発電の関係につきましては糸魚川市の中で２機、先進事例として稼働しております。 

現状では先ほど議員もおっしゃられた能生海洋公園の風力発電設備につきましては、平成１９年

度若干収益が出たということでございますが、徳合にあります風力発電につきましては、平成

１７年、１８年、１９年とも故障という問題もございまして、売電の収入よりも維持経費の方がか

かったと。能生海洋公園でも１８年の段階では、若干マイナスを出したということでございました。 

したがって、決して消極的と言うよりも、今の段階では自然エネルギーの利活用につきましては、

地球温暖化の防止、さらには省エネに対する住民意識の向上というのが、大変多くなってきておる

ということは認識しておりますし、自然エネルギーを活用するということにつきましては、大変重

要なことだというふうに認識はしております。 

ただ、現状でランニングコスト、設備費等々を考えると、今の段階では早々簡単に取り組める状

況じゃないのかなというふうに思っております。ただ、これはまた我々は国の動向を注視しながら

動向がまた変わってくれば、取り組む姿勢もまた考えたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

太陽光発電についてお伺いしたいと思います。 

これにつきましては平成１９年度は２２６万円ですね、このことで支払い済みということになっ

ております。この太陽光発電につきましては初期投資はかかりますけれども、発電規模によっては

売電もできるというように聞いておりますし、長い目で見れば市民の方々の自然エネルギーを活用

するという面では、魅力的であるんではないか。 

初期投資ということは新築だとか、その部分にかかわる部分の中に入れ込んで、あとは売電もで

きるという面では、電気料も非常に安価で済むという考え方もあろうかと思うんですね。 

それについてやっぱり住宅に取り込むような、積極的なアピールが必要なんではないかと思うん

ですけれども、それについてお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

太陽熱の利用という関係につきましては、一番身近で、一番利用しやすいものなのかなというふ

うに考えております。 
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今議員のおっしゃられたように、平成１９年度は８件の申し込みがございました。太陽熱利用も

入れますと１０件でございます。平成２０年度、まだこれは参考値というふうにお聞きいただきた

いんですが、太陽光発電につきましては１２件の申請がございました。議員の皆様もご存じのよう

に６月の補正もお願いして、補助金申請に対して対応させていただいたところでございます。 

したがいまして、太陽熱につきましては今後も有効な利用という考え方から、市としても積極的

に今後もまたその補助金、並びに支援について考えていきたいというふうに思っておりますし、ま

た、一般家庭の皆さんに普及していくのが、一番地球温暖化防止の意識向上、さらには省エネの意

識向上に役立つものというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

地熱エネルギーの活用についてお伺いしたいと思います。 

これは平成１８年９月議会で、霧島国際ホテルでの利用、地熱バイナリー発電のテストプランの

部分で紹介いたしましたけども、この部分の中でお伺いしてから２年ほどたっておるわけですけど

も、答弁とすれば、これについてはなかなか進まないという答弁でありましたけども、可能性とし

て地下資源、またその部分が熱エネルギーとして利用できる大きな要素を持ってるんですね。 

それにつきましてはやっぱり最新情報、これはＮＥＤＯとの関係がありますので、最新情報を入

れる中で、せっかく平場でもその部分をできる可能性は、糸魚川市では持ってるわけですね。その

部分をぜひ研究、そしてまたどのように取り組むかという姿勢が、いろんなことの実現が可能にな

っていく大きな要素だと思うんですね。 

その面について、大いに積極的にＮＥＤＯとのかかわりを持って、この部分についても研究を進

めていただきたいと、このように思うんですけども、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

地熱エネルギーの利用に関しても地球環境の悪化の防止に関しては、非常に有効な手段だという

ふうに考えてますが、我々が平成１８年９月議会におきまして議員の方からご質問いただいた時点

で、さらに我々として調査をしてみました。あちこち行ったわけではございませんが、いろいろ聞

き取り調査の中で、１件だけちょっと特例がございます。 

秋田県の湯沢市でございます。バイナリー発電システムで約１,９２０キロワットぐらいの出力

を得ることができる熱量が調査の中で出てきたと。ただ、現状では本体設備、発電設備の本体並び

に附帯設備が非常に急騰して、当初はなんか３億５,０００万円ぐらいの予定だったものが、今の

段階ではもう２倍の７億５,９００万円ぐらいまで設備費が上がってしまって、収支の黒字が見込

めなくなったということから、市の方では事業化は断念したという考え方でございます。 

当然、今後また国の動向を注視しながら、また議員のおっしゃられるＮＥＤＯとの関係も保ちな
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いきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

甲村議員。 

○１番（甲村 聰君） 

自然エネルギーの活用につきましては、非常に国・県がかかわってこないと、なかなか実現しに

くい。しかしながら活用することが、いろんな地球温暖化防止、二酸化炭素の排出抑制という部分

が実現できる大きな要素を持っとるわけですね。 

その中で、ぜひまた研究を進めていただいて、積極性があることによって実現性が高まるという

可能性を十分に持っているんではないかと思いますので、このことを申し上げまして、私の一般質

問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、甲村議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

関連質問なしと認めます。 

２時１０分まで暫時休憩します。 

 

〈午後２時０１分 休憩〉 

 

〈午後２時１０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、伊藤文博議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 〔１７番 伊藤文博君登壇〕 

○１７番（伊藤文博君） 

新政会、伊藤文博です。 

事前に提出いたしました発言通告書に従って、２点について質問いたします。 

まず、総合計画の各課題に対する対策の進捗状況と今後の対策についてであります。 

平成１８年１１月に総合計画が策定され、市長は「『翠の交流都市』の実現には、産業振興によ

る仕事づくり、安全・安心な暮らしづくりを重点に施策を進め、人口減少に歯止めをかけ、定住を

促進することが最も重要」と言っています。 

間もなく、策定後満２年を迎え、毎年ローリングの実施計画も見直す時期がやって来ています。 
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市長４年間の最終年度も残り半分となった現時点での、下記課題に対する対策の進捗状況と今後

の対応について伺います。 

(1) 要介護高齢者の増加防止。 

(2) 地域医療体制と介護サービスの充実。 

(3) 年少人口及び生産年齢人口の減少防止。 

(4) 未来を創造する子どもの教育。 

(5) 地域社会を支える人づくり。 

(6) 交通通信基盤の整備。 

(7) 地域産業の振興。 

(8) 安全・安心な生活環境の確保。 

次に、教育の充実についてであります。 

学習指導要領が改正され、「『生きる力』の理念の実現のために、これまでの学校現場等での課

題を踏まえ、指導面などでの具体的な手立てを確立することを目指します」としています。また、

新学習指導要領は、国の『最低基準』を示したものであることを従来以上に明確にした」とも言っ

ています。 

糸魚川市は総合計画において、明日を担うまちづくりとして、基本構想では、保育園、保育所、

幼稚園や学校、家庭、地域、企業、行政機関が連携し、ふるさと糸魚川の新しい時代を切り開き担

う、心豊かでたくましい市民を育成するため、市民一人ひとりがともに学び、心身ともに健全に成

長する人づくりを進めるとし、基本計画では、人間としての普遍の価値と、時代や社会とともに変

化する価値をしっかり見きわめ、みずからの揺るぎない生き方を求めていく、たくましい実践力が

必要となっているとしています。 

糸魚川市として特色ある教育の実践を通じて、「明日を担うひと」を大切にした市政を展開し、

ふるさと糸魚川の新しい時代を切り開いていく力を養わなければなりません。 

次の点について、市長、教育長の考えを問います。 

(1) 糸魚川市の教育の特色はなにか。 

(2) 周辺他市町村との教育環境の格差の現状と対策はどうか。 

(3) 教育施設の充実についての計画と進捗状況はどうか。 

(4) 「個人の可能性を最大限に引き出す」という視点で考えたときの「学力向上」における現

状と課題、対策はどうか。 

(5) 小・中学校における「道徳教育」の充実についての課題と対策はどうか。 

(6) 平成２４年からの中学校１、２年生での武道必修化に対する課題と対応はどうか。 

(7) 豊かな心と学力向上を図るための教職員の資質向上と人材の確保についての現状と課題、

対策はどうか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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伊藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の総合計画の各課題に対する対策の進捗状況と今後の対策につきましては、質問内容が行

政全般にわたっておりますことから、概要を申し上げたいと思います。 

１点目、要介護高齢者の増加防止につきましては、介護予防サービスの充実に努めるとともに、

市民みずからが運動による健康づくりと生活習慣病の予防の取り組みを行ってまいりました。 

今後の対策につきましては、引き続き介護予防事業の推進に努め、また健康づくりセンターを拠

点として市民の健康づくりを推進し、要介護高齢者の抑制に努めてまいります。 

２点目、地域医療体制等につきましては、３６５日２４時間の受診機会の確保を、現在でも糸魚

川総合病院並びに糸魚川医師会の協力により体制を維持いたしております。 

今後も関係者との連携を深め、現体制を維持できるよう努めてまいります。 

介護サービスの充実については、地域密着型介護老人福祉施設の整備の支援など、暮らしやすい

環境づくりに努めてまいりました。 

今後の対策は３カ年の事業計画を策定中であり、介護サービスの対応について定めてまいります。 

３点目、年少人口及び生産年齢人口の減少防止につきましては、人口減少対策検討チームを設置

し、主に子育てしやすい環境整備を中心に取り組み、さんさん子育て協賛店など多くの市内企業の

協力を得ております。このことは、地域で支え合う気運の醸成に効果があったものと考えておりま

す。また、本年度から企業支援室を設置し、既存企業の活性化を図り、雇用の促進と若者の地元就

職支援を実施いたしております。 

今後も引き続き、産み育てやすい環境づくりと、若者の定住に向けた取り組みを進めてまいりま

す。 

４点目、未来を創造する子供の教育につきましては、糸魚川市学校教育の大綱をもとに、具体的

な努力目標と実践内容を掲げ、充実を目指した取り組みを進め一定の成果を上げております。 

特に、各中学校区を単位といたしました幼・保・小・中学校の連携協力体制の確立では、今回の

学習指導要領の改訂に伴って、今後もより一層の連携強化を図っていく方針であります。 

５点目の地域社会を支える人づくりにつきましては、年１回開催される地域づくりフォーラムや、

各種地域づくりに関する視察研修などを中心に実施してまいりました。 

今後は地域づくりに関する各種補助制度の活用を通じた人材育成が有効なことから、補助制度の

活用についてＰＲに努めてまいります。 

６点目、交通基盤につきましては、糸魚川交通ネットワークビジョンを指針として、６バイパス、

４流域、２ルートの完成を目指しております。 

東バイパスは、平成２１年度末には梶屋敷・大和川間の１.８キロの暫定供用を開始する予定で

あり、国道８号親不知地内については、雨量規制の緩和がなされることとなります。 

路線バスの運行については、運行路線や運行ダイヤの見直しを糸魚川バス株式会社と検討に検討

を重ね、バス交通の利便性向上に努めてまいりました。交通空白地への対応や高齢者、交通費助成

の改正についても、庁内関係課で検討するよう指示いたしているところであります。 

７点目、地域産業の振興につきましては、企業への総合的な支援により産業振興を進め、働く場

の確保に努めております。また、高校卒業生の地元就職促進、Ｕ・Ｉターン就職の促進、研修や資

格取得の助成など市内企業の就職促進と、企業を担う人材育成の支援に努めております。 
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今後も各産業経営者の意見を拝聴し、地域産業の振興に取り組んでまいります。 

８点目、安全・安心な生活環境の確保につきましては、環境への取り組みとして環境美化推進事

業や企業との公害防止協定の締結、環境基本条例の制定などに努めてまいりました。 

今後は環境基本計画及び一般廃棄物処理基本計画の策定、火葬場の整備などを進めてまいります。 

防災の取り組みについては、自主防災組織を育成し防災ガイドブックや土砂災害ハザードマップ

を全世帯に配布するなど、地域ぐるみの防災意識の醸成に努めているところであります。また、地

域防災計画に基づき、全庁で取り組んだ防災訓練など、防災危機管理体制の充実を図ってまいりま

した。 

今後も自主防災組織の育成、防災リーダー研修、出前講座などを行い、市民一人ひとりの自助、

共助の防災意識の醸成に努めるとともに、防災危機管理体制の充実を図ってまいります。 

事故の防止、犯罪被害の抑止対策については、市民によるボランティアパトロールを実施し、児

童生徒の事故の防止や被害の抑止に効果を上げていると考えております。 

今後は犯罪のない安全・安心なまちづくり条例に基づき、具体的な推進計画を策定することとい

たしております。 

大変長くなりましたが、２番目の教育の充実についてのご質問につきましては、この後、教育長

から答弁いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

それでは、２番目の教育の充実についてのご質問にお答えいたします。 

１点目の当市の教育の特色ですが、ふるさとに学び、たくましく生きるを期待する子供像に掲げ

ており、糸魚川の人、文化、歴史、自然にかかわり学ぶ体験学習を推進しております。 

２点目の教育環境の格差については、上越市と比較しますと高校や大学、専門学校等の設置状況

が異なっていることは事実であります。 

また、これは特定の地域ということではございませんが、一般的に当地域の教育支援の力という

のは、まだまだ地域に有効に存在しているものと考えております。 

３点目の教育施設の充実については、田原議員の質問でもお答えいたしましたが、国では早期に

学校施設の耐震化を完了するよう求めており、市といたしましてもこの期間内での耐震化を達成す

べく、計画を立案しているところであります。 

この計画の中では、耐震補強にあわせまして大規模改修にも対応する予定でありますし、老朽化

した校舎、体育館についても改善したいと考えております。 

４点目の学力向上につきましては、学習指導では基礎的、基本的な知識、技能の習得と、活用す

る力を身につけさせる授業の実施に努めております。 

そのために児童生徒の意欲を高める指導、わかりやすい授業、個別指導の充実等を目指した教職

員研修の実施に力を注いでいるところでございます。 
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今後も児童生徒の実態に応じて習得、定着に力を注ぐ場合には、家庭学習等との連携を図った補

充指導の工夫を図ってまいる所存でございます。 

５点目の当市の道徳教育の課題は、児童生徒によりよく生きようとする心情と、実践的な力を育

むことであります。その対策として、発達段階を踏まえ倫理観や規範意識、命を大切にする指導を

進めております。 

また、地域や家庭と連携して、体験活動を生かした道徳教育を進めているところでもあります。 

６点目の武道必修化についてですが、現在は武道は選択制となっておりますが、当市の中学校で

は柔道または剣道を１年生で全員履修しております。したがいまして、必修化になっても対応に大

きな変化はないと考えております。 

７点目の教職員の資質の向上については、各種の教職員研修の充実に努めているところでござい

ます。また一方、新採用職員の配置がふえておりますので、対応した計画的な研修を今後検討して

まいりたいと考えております。 

教職員の人材確保につきましては、今後も県教委と意思の疎通を図りながら、適正な人材確保に

努めてまいりたいと、このように考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

１点目の質問について、再質問いたします。 

要介護高齢者の増加防止ですが、健康づくりセンターの着工が延期される中で、先ほど２１年着

工、２２年完成というお話がありましたが、健康づくりをモデル地区で行って、これから全地区へ

の展開をしていくということなんですが、この全地区漏れなく網羅されるというのは、いつごろに

なる予定でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

健康づくりセンターを核にして指導者等を養成しながら、あと広く全公民館を対象に広げていき

たいということで計画をしておりますけれども、今の段階で４、５年先を目途に計画を進めさせて

もらっているという状況にございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

これは委員会でお話したこととちょっとダブってしまうんですが、健康づくりセンターの機能と、

今ソフト面の方が先に先行していますので、健康づくり施設としての施設そのものの機能と、それ
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から健康づくりの中心基地としての機能というソフト的な機能を果たしていかなければいけない。 

今、健康づくりセンターを核にして指導者を養成するという話がありましたが、ここのとこの今

進んでいるものと、健康づくりセンターとの具体的に役割のかみ合わせと言いますか、全体像とい

うのは、委員会ではまだちょっとはっきりしてなかったんですが、もうできていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

健康づくりセンターを中心にして周りとの関係になりますけれども、健康づくりセンターそのも

のは先ほど申しましたように、指導者を育成しながら、それからなおかつ本来的な健康づくりの施

設としながら、周りの例えば既存の施設に、そこで養成した指導員を派遣しながら進めていくとい

う考え方でありますけれども、明確なスケジュールという形では、現在の中ではまだでき上がって

おりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

健康づくりセンターの計画のときに、介護予防のための施設としても有効なんではないかと。し

たがって、そのプールも例えば車いすの方が入れるような形を考えてほしいというようなことの協

議はされてきたわけですが、介護予防との連携については、どのように考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

健康づくりと介護予防の関係でありますが、介護予防そのものも要介護状態間際になっての取り

組みではなくて、それぞれのライフステージに合わせた、早目の健康づくりに取り組むというのが

大変重要であるというのは、高齢福祉の観点においても健康づくりの観点においても、今言われて

おることであります。 

そういう観点からいけば、狭い意味の介護予防ではなくて、長い目で見た介護予防という取り組

み、その部分については、当然、健康づくりセンターの中に織り込まれていくというふうに考えて

おります。 

それから水中運動が、非常に高齢期になっても有効であるということを考えますれば、プール等

を使った高齢者に対する介護予防事業、これも当然その中でプログラムとして、組み込んでいくと

いうことで考えていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 
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○１７番（伊藤文博君） 

まさにその境目がないんだと思うんですよね、健康づくりと介護予防の境目はない。市民の側か

ら見たら、ずっと運動していることが、結局、生涯スポーツが今の健康づくり運動になり、そして

介護予防になっていくということであって、今自分がやっているのは何なのかということを、行政

側でいうそういう区分は意識してないということだと思うんですよ。 

健康への指向性を高揚するのは、どうするかということになってくるんだと思うんですが、少し

の刺激で運動を始める人、これは割と簡単ですよね。もともと運動の好きな人はもちろんですが、

ところが最も運動が必要な人たち、介護予備群と言われるような人たちになると思うんですが、ど

うやって運動させるかと、これがかなり重要な課題になってくると思います。 

私が議員になる前に、青海町のスポーツ振興審議員というのをやってたんですが、そのときの会

長さんは内科医の藤森先生でした。町全体のスポーツの話をしていても、藤森先生の話はいつもど

うやって歩かせるか、歩き方が重要なんですよという話をすれば、いや、歩き方なんかいいんです、

とにかく歩いてほしいと。どうやって引っ張り出して歩かせるかというような話でした。そのぐら

い、やはり本来運動してほしい人たちが、なかなかできないということで、前に和光市の例をお話

しましたが、各部署が横の連携をとって、老人福祉の部分との連携というのは非常に重要になって

くるんじゃないかと思います。在宅で運動させると、こういうことがないと、なかなか健康を取り

戻せないと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

健康づくりセンターにはじまって介護予防の観点からお話になってきておりますけれども、基本

的には、どの視点で取り組んでいくかということになろうかと思います。健康づくりという中には、

先ほどの甲村議員との関連も出てきますが、やはり市で健康づくりという形の中で、最終目標とし

ておりますのは、健康寿命の延伸ということで、ちょっと言葉は悪いんですけども、ピンピン、コ

ロリの世界かなというふうに思っております。 

健康づくりセンターをじゃあ何をやるかということでは、これは健康づくり全般を基本的にはや

っていくと。基本的にやっていくというその背景には、健康づくりセンターを拠点としてやるとい

うのと、各地域、具体的には公民館ですとか、いろんな施設がありますけれども、その地域での展

開というのと、拠点施設での展開という、この二面性があろうかと思います。 

在宅という中では絞って考えれば、やはり健康づくりの延長線、広い健康づくりという意味の中

に入るのかなというふうに思っております。健康づくりセンターは、健康づくりの中で在宅の介護

予防ですとか、いわゆる高齢者の方の部分ですね、そこのところはやはり今度はもうちょっと健康

づくりの中で焦点を明らかにした上で、どういう形で健康づくりと結びつけていくかということに、

今度はなろうかと思います。 

今の段階では具体的には、健康増進課と福祉事務所と生涯学習課の３課で、介護予防も含めた健

康づくりをどのような形で進めていけばいいかというようなことで、今庁内で検討を始めておる段
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階でございます。これはやはり健康づくりセンターができた暁にはというのも当然ございますが、

やはり健康づくりセンターができる前から、いろんな形の中で何ができるのかと、何をしなきゃい

けないのかというようなことで、事務方でベースづくりをしているというのが今現状でございまし

て、議員が先ほど言われましたように在宅の介護予防ですとか高齢者対策というのは、やはり健康

づくりを核とした中で、おのずとそれには取り組んでいかなきゃいけないのかと。 

冒頭申し上げましたように、取り組むときには何を目標に、視点に置いていくのかと。これはい

ろんな置きかたがあると思いますけれども、最終的には健康づくり、健康寿命の延伸というのが、

最終目標になるんでないのかなということで、現在取り組んでおるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

３課での庁内検討ということで、まさに私が思っていた形で今検討されているということですの

で、境目のない生涯スポーツから介護予防までつながったような形で、計画をしていってもらいた

いと思います。 

地域医療体制ですが、基幹病院である糸魚川総合病院は市の方のてこ入れで一応の形がついてき

た。これは開業医の先生方に、役割の一端を担っていただいている部分も多いわけですが、市内の

開業医の先生方の状況を見たときに、多分、高齢化している部分も多いんだろうなと思います。そ

こに対する今後の対策と言いますか、市としてこういうことで、てこ入れをしていきたいというよ

うなものはありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

お答えをいたします。 

議員おっしゃるように市内の開業医さん、高齢化も進んでおると。そういったことの対策の１つ

でございますけれども、開業医に対する助成制度と言いましょうか、なるべく開業医さんの開業を

促すというような観点から、そういう補助事業を制度化をいたしまして取り組みを始めている最中、

そういった段階であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

助成制度に対して応募を待つという形だと思うんですけど、これはどちらかと言うと制度をつく

った上で受け身ということなんですが、積極的に今後また、この部分も考えていかなければいけな

いとこだろうなと思います。 

今後の検討課題だということで了解しますが、それを含めて地域医療計画というようなものが、

定められていかなければいけない。計画というものになるのか、ビジョンというものになるのか、
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これについては委員会でも今後定めていくということが、昨年度の委員会で言われてたわけですが、

今のとこまだ出てきておりませんね。検討の状況というのはどうなってますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

今ほどの件でございますけれども、昨年度末でございましょうか、私の方の健康増進課の方で医

療計画整備方針というような形で、公式的なものをお示しをさせていただいているというふうに思

っておりますけれども、これをもとに現在ビジョンと言えばいいのか、方針と言えばいいのか、そ

ういったものの肉づけをしながら策定をしている途上という段階でございます。またできた段階で、

お示しをしたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

それでは、その策定を待ちたいと思いますが、その中で具体的に１つだけ聞かせてください。 

かかりつけ医の重要性というのは、もうずっと言われてますよね。今の基幹病院の負担を減らす

上でも非常に重要だと。それからもう１つは、今の健康診断の制度が変わるときに、その辺も絡ん

できたんですが、なかなか実態が厳しくて、そのような形になっていませんが、この市民へのかか

りつけ医を持ってくださいということの啓蒙というのは、今、十分なされていると考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 小林 忠君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（小林 忠君） 

ただいまの件でございますけども、議員に十分かと言われると、十分であるというふうにはなか

なかあれですが、かかりつけ医の重要性というものにつきましてはホームページを通じてでありま

すとか、これはそれとはちょっと趣を異にはいたしてはおりますけども、６月の半ばでございまし

ょうか、医療フォーラムといったような場面を通じて、市民の方々に救急もそうでありますけども、

かかりつけ医といったような重要性を皆さんに広くアピールをしたいということで、開催をさせて

いただいております。 

それがことしの大きなものでございますけども、それ以外には先ほど申しましたようにホームペ

ージで、例えば１次、２次、３次の救急体制を説明しながら、その中でかかりつけ医といったもの

をご利用いただきたいといった形で、住民の方々にＰＲをさせていただいているというものでござ

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 
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十分でないというふうに認識されているなら、もう少しいろんな機会を通じて啓蒙していってい

ただきたいなというふうに思います。 

年少人口、生産年齢人口減少対策というとこですが、これは少子化対策というのは少子高齢化の

問題を言われてから、少子化対策という言葉が強く出てきたわけですが、もともとは子育て支援と

いうことでやっていて、子育て支援は少子化対策に包括されているというふうに言えると思うんで

すが、少子化対策ということになれば、これは１つの生活支援ではないと。子供がよりたくさん産

まれてほしいということになってくると、所得制限を設けるべきではないというような考え方もあ

ると思いますが、この辺の議論というのは庁内できちっと、それぞれの事業についてされているも

んですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

少子化対策につきましては昨年ですか、検討委員会等をつくりましてさんさん子育て、あるいは

コーディネート事業等を取り組んできたわけですが、今議員おっしゃいました所得制限の取り扱い

については、さっきどなたかの質問等にありましたが、やはり一定の考え方を持って対応しようじ

ゃないかということで進めております。 

ただ、その事業の内容によっては、やはり違った観点も必要かと思っていますが、すべてがすべ

て無料ということの観点じゃないですよということは、いろんな機会のあることでは話をさせても

らっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

何でもすべて無料がいいかどうかというのは、議論があるとこだと思うんですけど、私が今言っ

たように少子化対策というのと子育て支援というのは、根本的にもうちょっと意味合いが変わって

くるというところをやはり理解して、今後検討を進めていってもらいたいなと思います。 

基本計画の中では、家庭教育の充実のところで、保・幼・学校、地域、企業、関係機関が連携し

て、子供の心に対峙する理解や子育ての責任など、指導、相談や学習の機会を充実していくという

ようなことを言っていますが、実際にこのことについて、家庭教育の充実について、しっかりと連

携が今実態としてとられていると思われますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺辰夫君） 

家庭教育につきまして、しっかりした連携がとられているかということでありますけども、外で

働いておられるお父さん方が、子供の子育てに参加することは重要であるというふうなことで、各

企業さんとお話をさせてもらったりというようなことはさせていただいております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

はっきり言って基本計画には書かれていますけど、実際の動きとしては十分じゃないと思うんで

すよね。これはなかなか難しいところだと思うんで、もう一度この点に着眼して、家庭教育の重要

性が言われて久しいわけですから、やはりその部分が学校教育にも負担かけているというような実

態がある。ぜひもう一度、きちっとここを見直してもらいたいと思います。 

子供の教育については次の質問でやりますので、地域社会を支える人づくりのところですが、先

ほど３課の連携ということでしたが、これをもう一度ちょっと聞かせていただきたいんですが、生

涯スポーツの推進・生涯学習課と、健康づくり運動・健康増進課、そして介護予防・福祉事務所、

この連携なんですが、今、今度は協議しているということでしたが、この辺がはっきりとして形に

なって定まってくるというのは、いつごろになる予定ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えします。 

生涯スポーツ、福祉、健康分野、３課の連携なんですけれども、先ほど私、申しましたように、

視点をどこに置くかということで、まず私どもが今取り組んでいるのは健康づくりという視点から、

その３課がどうやって連携していけばいいのかと。連携のその先にはどういう形があるのかという

のも今後の検討課題になってこようかと思いますが、やはりスポーツという面でとらえていくのか、

健康づくりという観点からとらえていくのかによって、大分市民の皆様の受けとめ方も違ってくる

のかなというようなこともございます。 

今現実に私どもがやっておりますのは、健康づくりという観点の中で、介護予防も含めた健康づ

くりということで今検討を進めさせてもらっております。 

○１７番（伊藤文博君） 

答えになってない。形になってつくり上がるのはいつごろになるか。 

○市民生活部長（小林清吾君） 

ですので、要は具体的な形とでき上がるのが、どういう形でもってでき上がるのが理想なのかと

いうのは、まだ形と言うよりも事業展開がどういう形でなされていくのかというのは、まだ結論に

至っておりません。それがいつごろかというのもまだなかなか、調整することが多々ございますの

で、まだ入り口に入った、入り口をちょっと通過したぐらいかなというふうに感じております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 
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健康づくりセンターが２２年にできるのであれば、そこをどう生かしていくかという枠組みの中

に含まれていく。その全体の枠組みの中にその部分が含まれていく話ですから、やはりそれが１つ

のめどになっているんだろうなというふうな気がします。今入り口に立って、これからだというこ

とであれば、またその辺の様子を今度聞かせていただきたいと思いますが。 

基本計画の中に、生涯学習体系の整備の中で、指導者団体の育成というとこに、人材バンクの利

活用というのがあるんですね。これがどうなっているかということと、それから日本体育協会のス

ポーツ指導員、上級スポーツ指導員等の市内での資格の取得状況というのは、今どうなっています

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 渡辺辰夫君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（渡辺辰夫君） 

人材バンクにつきましては、合併前に１市２町それぞれで同様の名簿と言いますか、持っておっ

たんですが、それを統合いたしまして、現在、新市全体として扱うものとして、一応名簿を持って

おります。各学校等にも、そういったものがあるよということの周知はさせてもらっております。 

２点目の体育指導員の件ですが、ちょっと現在把握をしておりません。申しわけありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

１市２町時代の名簿を統合したとすれば、最新のデータではないでしょうし、今後ここで利活用

を言ってるわけですから、利用できるようなものに、まずしていかなきゃいけないということです

から整備が必要でしょうと。 

それから、もう１つは活用のものも、こんなもんありますよでは、やはり具合が悪いと思うんで

すね。やっぱり活用するシステムをつくっていかないといけないと思いますので、今後その辺も検

討してください。 

時間もあまりありませんので、次へいきます。 

交通通信基盤の整備ですが、我々新政会では広報を出してまして、その中で当市の課題というこ

とで、新幹線開業へ向けてのまちづくりの方向づけというようなことも課題として挙げております。 

新幹線周辺整備について駅の南北の連携ですが、ハード面では自由通路という人間が歩いて通れ

る通路ができるということですが、これを生かしたソフト面の考え方。今は具体的ではないでしょ

うが、こんなふうにどういうとこと連携して、進めていきたいというようなものはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

今お話のように、ハードについてはいろんな協議、申請業務を盛んにやっているところでありま

す。それにあわせて、まちづくりの生かし方でございますけれども、今、まちづくり３法が改正に
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なりまして、活性化協議会等でまた立ち上げて、周辺の定住人口の増加策をどのようにしていくか

というようなことを、これから協議する手はずにしております。それらの計画を立てて、どのよう

な糸魚川市として対応策があるか、これから詰めていくという段取りになっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

ハード的には自由通路があって、これをどうやって生かしていくかということが、本当に一番大

事なことになってくると思うんですよ。平面的に南北がつながれば一番いいんですけど、在来線が

あるためそれはできない。そこにはもう一工夫本当はあったんかもしれませんが、その辺について

は、これからぜひ自由通路が活用される形で進めていっていただきたいなというふうに思っていま

す。 

高架下利用、これも一度質問がありましたが、新幹線によってまちが分断されるということにつ

いては、どのように考えていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

岡田新幹線推進課長。 〔新幹線推進課長 岡田正雄君登壇〕 

○新幹線推進課長（岡田正雄君） 

お答えします。 

新幹線で高架下によって南北が分断されるということについて、どのように考えているかという

ことでありますけども、基本的にはＪＲは施設の維持管理上、用地境会にフェンス等を設置しまし

て、一般の立ち入りを禁止するというのがＪＲの高架下の管理の基本的なスタンスでありますけど

も、高架下利用が１００％だめだということではないと聞いております。 

ただ、ＪＲにつきましては、新幹線の運行また維持管理上支障にならない範囲や場所、また用途

等、それからＪＲ西自身が必要とする場所以外に、限定されることが予想されております。また橋

脚部の防護等、かなり厳しい条件がつくということでありますので、高架下利用についてはかなり

難しいのかなと思っておりますけども、いずれにしても、先ほど言いましたように１００％だめだ

ということではないので、今後、南北の交流等、それから市街地の分断等を総合的に勘案する中で、

どのような利用がいいのか考えていきたいと考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

先日の答弁より一歩ちょっと進んでますね。今後、利用価値のある場所について、ぜひ協議をし

ていただきたい。青海時代から今の青海通線沿いについては、かなり地元と協議を重ねた中で、そ

ういう形が進んできたという経緯もあるわけですが、一部、個人の地主さんが土地を売らないで地

上権を売って、背後地を利用できるような土地の売買契約を結んだという例もあります。いろんな
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方法があるんじゃないかなというふうに思いますね。でき上がってから、あらっというふうに実感

しても遅いということですので、ぜひ検討してください。 

新幹線開業を契機とした交流の促進についてですが、これは世界ジオパーク認定との関連づけて、

非常に今後楽しみなところがあるんですが、これについて何か構想的にありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

新幹線の開業を見据えたというわけではございませんけども、今後、日本ジオパークの認定、そ

れから世界ジオパークの認定に向けまして、その後、このジオパークを活用する中で、地域の活性

化について大いにやりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

新幹線を契機としたという考え方でどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

当然、新幹線も間もなく開業ということになるわけでありますけども、ジオパークにつきまして

は、その辺を見据えたというよりも、またジオパークが既に認定されましたら、その辺については

もう新幹線開業前でも非常に有効利用して、地域の活性化につなげたいということで考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

ちょっと微妙にずれてるんですが、いいですわ。 

県道姫川橋ですが、先日、姫川大橋の西詰で多重追突事故が発生して２時間とまりました。この

とき県道姫川橋は、工事のため交通止めになっていましたが、その後、工事を中止して、交通開放

をしていただいたんですね。ところが今井橋、翡翠橋は大変に混雑して、救急車も立ち往生した、

救急車が全然動けない状態になった。この状況を考えると、姫川に架かる橋を中心にした交通体系

を、もう一度考え直す必要があるんじゃないか。災害時にこのようなことが起きるというのは、も

う十分考えられる。県道の姫川橋、これの架けかえというのが大きなポイントになってくると思う

んですが、これについては。 
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というよりも、その前に今回の事故の後に、こういう状況になったということについて、災害対

応を含めて庁内で協議がされていたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

お答えいたします。 

今回の姫川大橋の事故を踏まえての庁内対応はいたしておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

姫川橋の事故そのものではございませんけども、事故の広報の仕方ということで、旧１市２町で

それぞれ対応が異なってましたので、それにつきまして関係課を招集しまして、今後のその広報に

ついて統一ではないんですけども、各地区対応ですけども、きちんとしたいということで調整をさ

せてもらいました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山﨑建設課長。 〔建設産業部次長建設課長 山﨑利行君登壇〕 

○建設産業部次長建設課長（山﨑利行君） 

今、先般の具体的な交通事故に対しての対応ということでお話がございました。私どもこの事故

を知ってどのような対応の仕方をしていかなきゃならんかというようなことで、これはやはりまさ

しく国、県と市が、どのようにうまく連携しているのかというような実例になってくるんだろうと

いうふうに思っております。 

ご存じのとおり県道の姫川橋につきましては、現在、昼間は完全な通行止めという状況のもとで、

今回の事故が発生をしたという状況であります。私どもとしましては、まず早速県の方へ出向きま

して、ぜひこのような状況のもとで工事を中止をしていただいて、極力解除をしてもらいたいとい

うような申し入れをさせていただきました。そのような対応もとで３時から片側交通と言いますか、

相互交通でございますけども、県が早急に対応していただいたというような状況はございます。 

これはまさしく災害なり事故というものは、想定外のときに起きるものです。そういう中でいか

に迅速に、また弾力的な対応というものが、これからますます求められるんだろうというように思

っております。 

そういう面からいきますと、今回の国道につきましても、いち早くご連絡をいただきたかったわ

けですが、残念ながら皆さん方もご存じのとおり維持出張所の所長さんそのものが、事故にお遭い

されたというようなことで一部混乱もございました。そういう中で今回、最大限対応させていただ

いたという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

私は今回の対応が悪くて、それについて協議しろということじゃないんですよ。結局、姫川橋が

たまたま工事してましたけど、県道の方は、これ大型車は走れませんよね。結局これが今井橋、翡

翠橋に集中することによって、向こう側の交通が完全に詰まって、大型同士が集まってますから救

急車も走れないという状況になったときに、これは災害時のハード面に、非常に問題があるんじゃ

ないかという方向にいってほしいなと。じゃあ県道の橋の架けかえというのは、これは防災対策と

しても急務だよというような形に、進んでいくんじゃないかということなんですよ。 

ソフト面は言われたように、協議してもっと開通を早くというのはあるかもしれませんね、工事

中止を、その点についてはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

吉岡消防長。 〔消防長 吉岡隆行君登壇〕 

○消防長（吉岡隆行君） 

総合計画にも課題としてうたってありますように、災害の安全・安心のまちをつくるには、災害

の発生防止とともに、被害を最小限度に食いとめるというのを、課題として挙げてるわけでござい

ますが、いわゆる災害が不幸にして起きたときには、その被害の程度を少なくする、専門用語で減

災と申し上げますが、この減災措置をするためには特別なことではなく、やはり市政全般のいわゆ

るハード整備を含め、あるいはソフト政策も含めた中で、いわゆる住みやすい、暮らしやすいまち

づくりが完成した暁は、やはり防災にも強いまちになると思うわけでございますので、この防災と

いう観点だけではなく、総合計画にうたわれた施策の展開をすることによって、ご提言のようなも

のについてのものが一日も早く解決できるように、我々防災当局の方も努めていきたいし、全市を

挙げて取り組むべき課題と、かように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

ところがこの姫川橋の問題は、総合計画の中に入ってないんですよ。今回の事例が起きたときに、

その重要性がわかるという点で、どう方向修正していくのかということになっていくんだと思うん

ですよね。今後、これを契機にちょっと課題として取り上げてください。 

ちょっと時間がないので、地域産業の振興についてですね、これは既設の工業団地への新規企業

の誘致について、市長は個々の案件に対応していきたいという方向性を打ち出しておられますが、

既設の工業団地が今ああいうふうに空いてる状態で、これは併設でいかなきゃいけないと、両方の

方式をとっていかなきゃいけないと思うんですが、今後の展開というのは、どのように考えておら

れますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

今ある３つの工業団地でございます。企業訪問する中でいろいろな情報提供をして、そこにおい

でいただく企業にも、情報を出しておるわけでございますが、正直のところ、なかなかそこに進出

する企業が現実にないというのが実情でございます。 

その中でも青海の小本土の方には１件、新規の企業ではございませんが、市内の企業が進出をし

たいというようなお話もございました。それをまた契機にしながら、我々としてはそういう情報を

得る中でお勧めをしたり、また話の情報提供をしていきたいというふうに考えております。 

現状では非常に厳しい状況の中で、工業団地を整備してすぐにという状況ではないということも、

ご理解をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

次に、先ほど安全・安心な生活環境の確保のとこにちょっと入ったような感じだったんですが、

同じようなことで、これも新政会の予算編成に対する要望事項の中にもありますし、広報の中の当

市の課題にも挙げていますが、浦本地区下水道工事着手に伴う国道８号の渋滞深刻化が予想される

と。高速道路の無料化、または大幅割り引きを求めて、東日本高速道路株式会社本社へ要請してい

ただきたいというようなことを、要望事項等で挙げていたんですが、この点について何か動きはあ

りますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

細井ガス水道局長。 〔ガス水道局長 細井建治君登壇〕 

○ガス水道局長（細井建治君） 

お答えをいたします。 

今ほど議員のご質問でございますが、３月の予算審査特別委員会で集約事項という形で取り上げ

られた問題でございますけども、大変時間が経過したわけでございますけども、この７月３０日に

市長と新潟にございます東日本高速道路株式会社支社長に対しまして、要望活動を行ってまいりま

した。８月１１日に正式に回答がまいりまして、やはり法律の壁というのが非常にハードルが高く

て、やはり対応ができないという回答をいただいております。 

今後そんな形で、従来から取り組んでいる交通渋滞の対策、これを強化するとともに周知を徹底

してまいりたいと考えております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 
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１つの方策、だめだという方向が出たんですが、ぜひもう一度粘り強く対応していただきたいの

と、それから先ほどの事故のときの対応と一緒で、やはり救急車両等の通行についての配慮をお願

いしたいと思います。 

それでは、教育の方に移ります。 

新学習指導要領は国の最低基準というということを、今まで以上に明確にしたということなんで

すが、親にとっては子供の教育というのは、人生最大の仕事の１つであるというふうに思います。 

糸魚川に住みたいと思わせる生活環境というものには、教育は非常に重要な位置を占めるという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

お答えします。 

糸魚川に住む糸魚川のよさと言うんでしょうか、そういったものの１つに、教育環境というのは

大きなものが占めていると私も考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

そうしますと、ほかの市町村には糸魚川市は教育に力を入れているから、ここに住みたいと思わ

せるような独自の教育政策というのが必要になってくるんですが、この点についてはいかがでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

先ほどの教育長の答弁にもございましたが、当市の教育の特色は、ふるさとに学びたくましく生

きることということでございます。ふるさとをフィールドにした総合的な学習等を積極的に進めて、

その結果ふるさとを好きになると、そういう子供たちの育成に力を注いでいるところでございます。

そのための総合的な学習等の実施にかかわる予算についても、市として他市よりも多く配分してい

ると、こんなふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

それは市民のニーズにこたえているというふうに考えてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

市民のニーズ全体を把握できているわけではございませんので、全員の皆さんのニーズに対応で

きているかと言われますと、そこまで自信がございませんが、糸魚川のことを好きになる、愛する

子供を育てるということについては、どの市民も異論がないのではないかなと、こんなふうに考え

ております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

これから教育にもしっかりと市民のニーズにこたえているかどうかということを、把握していく

ような努力というのは必要だと思うんですよね。それはまた糸魚川市の長期展望、要するに教育の

問題ではなくて、糸魚川市のまちづくりということに関しての長期展望に立った、特色づくりにな

っていなければいけないというふうに思うんですよ。だから教育委員会とほかの課、例えば企画財

政の方とか総合計画の中の全体と、また照らし合わせて検証しながら改善していくというような、

そういう場というのはあるもんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

総合計画につきましては、毎年ローリングをしております。そういったことで各関係課とヒアリ

ングをする中で、それぞれの各所管の計画、もしくは総合計画につきましても、それぞれ見直しを

していってるということであります。 

○１７番（伊藤文博君） 

教育についてはいかがですか。 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

教育につきましても、教育委員会の方の計画につきましても、それぞれヒアリングをする中で、

見直しを図っているというものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

この項目はほかにも関連してきますので、また前後するかもしれませんが、お願いします。 

他市町村との教育環境格差ですが、これは糸魚川市だけですべて決定できて、構築していける問

題ではない部分があると思うんですね。例えば中高一貫校については県の施策、国や県で決めてい
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くことであるということで、糸魚川市だけの意思決定では何とかなる問題でないと。 

ただし、その中高一貫校を糸魚川市に設置できるように国や県と交渉する、または糸魚川市にな

いことで生じていく格差を埋める努力を、糸魚川市独自の教育政策で取り組んでいく、これどっち

か必要ですよね。これについてはどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

教育環境の差ということで、先ほど教育長の方から答弁をさせていただきました。お隣の上越市

と比較してということで、大学の設置状況ということをお話をさせていただきました。当然のこと

ですが、上越には上越教育大学がございますし、看護大学もございます。残念ながら当市には、大

学はございません。 

大学がある、ないの違いで、何が子供たちにとって影響があるのかということで少し申し上げま

すと、ことし４月から、教職員大学院というのが上教大でスタートをしました。これは学習指導と

か、生徒指導とか、学校運営等にかかわって教職員大学院の学生、ほとんどが現職の教員でござい

ますがチームを組んで、それぞれの学校に入って行って、実際にその学校の先生方と一緒に取り組

みをしながら研究を進めていくというようなものでございます。受け取る学校側にしてみれば、

３人、４人と教職員がある意味、言葉は適切でないかもしれませんが、手伝いに来てくださるとい

うようなことでもとらえることができます。こういったことが現状として、上教大がある、ないに

かかわって、差があるかなというふうに思っています。 

ぜひ糸魚川市としましても上教大と手を組んで、こちらの方にもそういった職員、大学院生を派

遣していただくよう働きかけてまいりたい、そんなふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

そのことだけでなくて、既存の小中で教育効果を高めていくことで、例えば中高一貫校のことだ

けにしても、その格差を埋めていくような努力というのは必要だと思うんですね、この今の上教大

の問題だけじゃなくて。それについてはどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

中高一貫校と、地元の中学校ということになるのかなということになると思いますが、中高一貫

校が盛んに自校のよさをアピールしております。当市の既存の中学校につきましても、従来にはな

かった各小学校へ出向いたり、あるいは小学生に中学校に来てもらったりというような、早い時期

からの自校のＰＲを今しているところでございます。 

そういった中で、その学校の売りということになるんでしょうか、学力向上に向けてこういうふ
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うに取り組んでいるよとか、部活動はこんなふうにやってる、学校の決まりは、あるいは学校行事

はというようなことについて、それぞれの学校のよさについて６年生の保護者や子供たちに対して

ＰＲしているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

言ってるのは中高一貫校に対して地元の中学校をＰＲするという話じゃなくて、教育効果という

ところで負けないように、糸魚川市の教育レベルを上げていくというところが必要じゃないかとい

う話なんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

失礼いたしました。 

１つには、小中学校の連携ということが挙げられるかと思います。もっと言いますと、幼・保・

小・中の連携ということを掲げてやっております。 

地元の子供たちを中学校までというスパンで、それぞれ情報交換をしながら、あるいは互いに共

通な研修をしながら、子供たちのために先生方が力をつける。そしてまた、それを子供たちに授業

等で反映していくという、そういったあたりが中高とのまた違いではあるかな、こんなふうに思っ

ています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

ぜひその幼・小・中連携の力を発揮して、糸魚川市の教育レベルを上げてほしいと、中高一貫校

に負けないレベルアップを、お願いしたいと思っています。 

ちょっと時間がありませんので、個人の可能性を最大限に引き出すという視点で考えたときの、

学力向上における現状と課題ということですが、これにはやはり先ほど教育長が言われたように、

学習意欲の向上というのが、これ一番大事だということになるんですが、このポイントというのは

何ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

学習意欲の向上にかかわってのポイントというご質問かと思います。大変難しい部分がございま

すが、１つには、わかる授業ということがございます。もう１つには、子供たちに興味、関心を与

えてやってみたい、こういう気持ちを起こさせること。そのようなことを今考えているところでご
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ざいます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

次の道徳教育ともちょっと絡むんですけど、僕の考えは、学習意欲の向上というのは、目標、目

的というのがなければならんと思うんですよ。いかに目標、目的を意識させるか。これはやはり最

終的には、自分の人生ということが一度しかない、時間は二度と返らないというようなところに意

識がいかないと、今のこのときの重要性というのをまず認識する。それから今言われたような興味、

関心を引いていくような方策を、講じていくということがなければいけない。 

道徳教育にいきますが、例えば小学校低学年であれば、先生の言うことを素直に聞きますよね。

ところが高学年だとか中学生になると、道徳論をだれが言ってるか。先ほど言った人生は一度しか

ないよというような話を、だれがするのかということが非常に重要になってくる。そうなってくる

と、これは教員に非常に大きなウエートがかかってくるわけですが、道徳教育に対する教員の意識

というのはどうでしょうかね、かなり高いものがありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

私ごとで大変恐縮ですが、私が現場にいたころは教科の指導の方がどちらかと言うと優先して、

道徳の方はちょっと研究が足らなかったなと、今、自己反省をしているところでございます。 

今、糸魚川市にいる小中学校の先生方は、研修等もかなりやっておりますので、以前の私なんか

に比べれば、はるかに道徳教育に関して関心を持って研究もして、取り組んでおるというふうに考

えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

やはり教員自身の自分自身に向けられる目というのが、非常に大事になってくると思うんですよ。

これは管理する側で言うと、教員の資質を見きわめ再教育していくことが求められるということだ

と思うんですけど、この教育については後でちょっと、７番目のところにありますので、そのとき

に一緒に聞きます。 

今度、武道必修化についても、これは全く同じようなことが言えるんですが、なぜ武道を必修化

にしたかということについては、どのように認識されていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 
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お答えします。 

武道が必修化されたわけですが、武道だけが必修化されたわけではございません。ダンスとか水

泳とかそういったものも、現行の学習指導要領では選択になっておったわけですが、それらが１年

生、２年生ともに必修というような形になっております。ですので、武道だけ取り出してというふ

うには、私は考えておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

いや、それ取り出してじゃなくて、質問として取り出しているんだから、その中から。だから、

なぜ武道必修化なのかについて、答えてもらわなきゃ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

大変失礼をいたしました。 

子供たちの体力の低下、運動能力の低下、そういったあたりから時数全体を増加させ、今ほど申

し上げました武道も含めての各種目と言うんでしょうか、そういったものが必修化されたというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

中学校学習指導要領の解説では、ちょっとはしょりますが、武道は武技、武術などから発生した

我が国固有の文化でありとあって、武道の伝統的な考え方を理解し、相手を尊重して練習や試合が

できるようにする。 

態度では、武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとす

ること。分担した役割を果たそうとすることなどや、禁じ手を用いないなど健康、安全に気を配る

ことができるようにすること。 

知識、思考、判断では、武道は単に試合の勝敗を目指すだけではなく、技能の習得などを通して

礼法を身につけるなど、人間としての望ましい自己形成を重視するという考え方があることを、理

解できるようにすると言っているんですよ。ここが大変重要なとこですよ。だけど本来、スタート

地点から言うと、これはかなり慎重に言葉を選んでいるわけですよ。我が国固有の伝統文化である

武道を通して規範意識を高める、この辺が一番大事なとこなんですね。 

じゃあ、それをだれが指導するかということが非常に大事になってきます。教育現場でどうする

のかということをお聞かください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 



 

－ 194 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

今ほど新しい学習指導要領の解説についてお話をいただきました。現行の学習指導要領の解説書

にも若干表現が違いますが、同じ内容のことが書かれております。 

それと先ほど申し上げましたが、選択ではあったにもかかわらず、当市の１年生については必修

でやってたということでございますので、先ほど来のその武道だけとか、何とかということでは考

えておりません。 

ただ、今議員ご指摘いただきました礼儀ですとか、規範意識ですとか、そういったことは非常に

重要であると、私どもは認識しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

いずれにしても、道徳教育でも武道教育でも教員の資質が問われるということですので、教員を

指導していくにはＯＪＴ、オン・ザ・ジョブ・トレーニングが重要になってくる。この体制を確立

していくことは、非常に重要じゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

議員ご指摘のことは、校外へ出ての各種の研修よりも、日々の実践の中で先輩が、あるいは同僚

がその場その場に応じてしっかり指導することの方が大事なことであるというご指摘だと思います。

私も全く同感でございますし、各学校には、そのように指示を出しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

優秀な教員を多く連れてくれば教育はよくなると言うんですが、教員が働きたいという環境をつ

くってやる、このことについてはいかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 渡辺千一君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（渡辺千一君） 

お答えします。 

教員が働きたい、ぜひ糸魚川の学校に勤めたいと、そういう気持ちにさせること、私も大変重要

なことであるというふうに考えております。そのために市としてやってることは、先ほど来申し上

げましたとおり各種の研修、糸魚川へ来ると勉強ができるんだというようなこととか、先日も行い

ました教育講演会、糸魚川へ来るとこういう講演会も聞けるんだよというようなこと。 
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それから、先ほど教育長答弁にございましたが、新採用教員が、ここにきて多く配置されるよう

になりました。彼らがここに３年いた後、また他市に出ていくかと思いますが、またぜひ糸魚川に

戻ってきたい。そんな気持ちを持ってもらいたいと思いまして、ぜひこの新採用の教員にも熱い研

修を実施していきたいと、こんなふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

伊藤議員。 

○１７番（伊藤文博君） 

もう時間がありませんので、とにかく教育全般を考えて、いろいろと今後改革を進めていってい

ただきたいと思います。 

私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、伊藤議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

３時４０分まで暫時休憩します。 

 

〈午後３時２９分 休憩〉 

 

〈午後３時４０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、畑野久一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 〔２６番 畑野久一君登壇〕 

○２６番（畑野久一君） 

新政会の畑野久一でございます。 

事前に提出いたしました一般質問通告書に基づきまして、私は次の３点について、米田市長にお

聞きいたします。 

１つは、水田経営所得安定対策の申請と当市の対応について、２つ目は、新幹線開業を見据えた

交流人口増加策について、３つ目は、国の療養病床大幅削減計画、その後の動向についてでありま

す。 

まず、水田経営所得安定対策の申請と当市の対応について。 

国は昨年１２月、農業関係者から改善を求められていた、それまでのいわゆる品目横断的経営安

定対策の名称を変更し、米、麦、大豆などを生産する認定農業者と集落営農組織に支援を集中する

制度で、担い手経営安定新法であります。 

制度の利用促進に向け今年４月に導入した、各地域の固有の状況を熟知した市町村に加入判断を
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ゆだねる市町村特認による申請状況と、中山間地域を多く有する当市の農業・農地と集落を守る施

策等について、次の４点をお伺いいたします。 

(1) 当市の加入状況が要件緩和によりどう変わったのか伺いたい。 

(2) 中山間地農業を多く有する当市の面積カバー率は低位と思うが、県下の状況との比較を伺

いたい。 

(3) 中山間地域の農業・農地と集落を守るため、国、県への政策要望の考えを伺いたい。 

(4) 中山間地域の農業・農地と集落を守る当市としての重点施策を伺いたい。 

次に、新幹線開業を見据えた交流人口の増加策について。 

９月定例議会初日に、米田市長より報告がありましたとおり、北陸新幹線建設工事における当市

のシンボル的存在とも言われる糸魚川駅高架橋工事安全祈願が、去る８月５日に建設予定地内でと

り行われ、私も担当特別委員長として出席し、いよいよの感じを強く認識いたしました。 

本工事は延長１,３５９メートルの区間で、糸魚川駅舎建設も含まれており、市内の中心部での

工事が本格化したもので、これを機に市民の新幹線開業への期待も日増しに高まるものと思います。 

新幹線本体工事はここまで進むと、平成２６年度末、金沢開業予定は動かないものと思いますが、

一方、駅周辺整備のソフト・ハード面と、開業を見据えた当市の交流人口増加策のソフト面に対し、

市民の中に一向に進まない行政対応に不安を持つ声が数多くあることから、ソフト面を中心に、次

の４点について市長の考えをお聞きいたします。 

(1) 交流人口増加策の庁内検討状況を伺いたい。 

(2) 交流人口増を図る上での当地域の課題を伺いたい。 

(3) 周辺市町村との連携強化を働きかける考えを伺いたい。 

(4) 仮称「姫川流域行政連絡協議会」（糸魚川市、小谷村、白馬村、大町市）を設置する考え

を伺いたい。 

次に、国の療養病床大幅削減計画のその後の動向について。 

私は本年６月定例議会一般質問において、表記の件について米田市長にお伺いいたしました経緯

があります。その後、国は各県の削減計画を集計した結果として、１５万床への削減の当初計画を

２２万床存続へ方針転換したのは、介護難民続出を懸念する地方の声に耳を傾けざるを得なくなっ

たものと思っております。 

また、集計作業が大変遅れていた新潟県の動向も気になることから、この際以下、次の４点につ

いて改めてお聞きいたします。 

(1) 市長は私の質問に対し、３８万床と答弁されたが、その後精査された結果を伺いたい。 

(2) 当初計画１５万床への削減から、２２万床存続へと方針転換したその背景を改めて伺いた

い。 

(3) 新潟県の計画策定が遅れている理由と最新の状況を伺いたい。 

(4) 削減方針が与える当市の「高齢者医療・介護」対策への影響を改めて伺いたい。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

畑野議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の所得安定対策の申請と当市の対応についての１点目、加入要件の緩和の変化につきまし

ては、今年度、市町村特認により市内の認定農業者がすべて加入できるように要件を緩和したとこ

ろ、加入者が４０人から９６人と大幅に増加いたしました。この状況は、要件緩和による事業成果

と考えております。 

２点目、面積カバー率と県下の状況比につきましては、面積比率は昨年度より６ポイント増の

２２％となり、県内３０市町村中２８位となっております。 

３点目及び４点目、農業・農地と集落を守るため国、県への要望と当市の重点施策につきまして

は、現在、耕作条件による格差をはじめ高齢化や後継者不足による農地農業用施設などの適正な維

持管理が困難となっている状況から見て、中山間地域等直接支払制度や、農地・水・環境保全向上

対策事業は、市の対策状況と合致した大変有効な制度と認識いたしております。 

市といたしましても、今後も関係する地域と連携を保ちながら、両制度の継続と強化などを図る

とともに、国及び県へも強く要望してまいりたいと考えております。 

２番目の新幹線開業を見据えた交流人口増加策についての１点目、交流人口増加策の庁内検討状

況につきましては、新幹線開業に向けて、現在、庁内で駅周辺整備の立案調整を行っており、ハー

ド面の整備計画が定まりつつありますので、今後は各分野におけるソフト事業の展開に向けて、市

を挙げて取り組む時期と認識いたしております。 

なお、既に開業を見据え、鉄道利用の促進事業や定期観光バス運行支援事業など取り組んでおり

ますが、一層の交流人口に向けた施策を、検討してまいりたいと考えております。 

２点目、交流人口増を図る上で当地域の課題につきましては、新幹線開業後、通過駅とならない

魅力ある観光地、観光施設の整備や受入体制の充実、また、目的地への交通手段確保が大きな課題

であります。課題解決のためには、行政だけではなくて関係団体や企業が一体的に取り組むことが

必要であり、今後、開業に向けた体制の整備を図ってまいりたいと考えております。 

３点目、周辺市町村との連携強化につきましては、本年４月より上越・糸魚川・妙高観光連携会

議を組織し、新幹線開業に向けた観光連携の協議会を立ち上げております。 

また、小谷村と観光に関する情報交換を行い、観光誘客のための連携をいたしておりますが、姫

川流域全体との連携強化も必要と考えております。 

４点目、仮称「姫川流域行政連絡協議会」の設置につきましては、現在、４市町村との協議会は

組織しておりませんが、国道１４８号整備やＪＲ大糸線輸送強化、姫川水系砂防などそれぞれ主要

なテーマに基づき、古くから行政連携と交流を続けてきております。また、大町市とは平成１８年

度から職員による行政懇談会を行っており、時々のテーマにより情報交換を行っております。 

こうした既存の懇談会や同盟会などが一層の連携強化を図る中で、各組織が姫川流域行政連絡協

議会に一本化する機運が高まるならば、積極的に対応したいと考えております。 

３点目、国の療養病床大幅削減計画のその後の動向についての１点目、療養型の病床数につきま

しては、さきの答弁では療養病床再編計画が示された当初の数値で、３８万床と申し上げたところ

であります。現在は、その後の廃止、転換分１万床と、回復期リハビリ病床２万床を除いた数値で

３５万床とされております。 
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２点目、削減目標を変更した背景につきましては幾つかあると思われますが、入院されておられ

る方々の受入先の確保ができない等の問題が大きいものと思われます。 

３点目、新潟県の医療費適正化計画の策定が遅れている理由につきましては、計画の主要な部分

となる療養病床数の未確定が要因と思われます。県では現在、療養病床を持つ病院の意向を確認中

とのことであります。 

４点目、削減方針が与える当市への影響につきましては、県の削減計画が示されない現段階では、

判断が難しい状況であります。今後とも関係方面の情報収集に努めてまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

時間がございますので、以下２回目の質問に入ります。 

市長ほか皆さんにお願いしたいんですが、きょう質疑をお聞きしますと、本当に答弁が締まりの

ない答弁が多いんですよね。私の答弁に対しては要領よく、的確なひとつ答弁をするように心がけ

てください。 

まず、１番目の水田経営所得安定対策、要件緩和されて４０から９６人へ認定農業者と言うか、

ふえたと言うんですが、もう１つの集落営農数の方はどういう状況になったか、数が、これを教え

ていただけませんか。変わりがなかったのか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

集落営農については、まだ立ち上げる段階になった、そういった組織はまだ出ておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

これ私の調べたあれでちょっとなんなんですが、新潟県は特認を認めることによって認定農業者

の方は７,０５７件から４７％増、３,１６２件増加して１万２１９件となったと。これは大変な前

進なんですが、一方、営農数の方は１５９件というふうに聞いとるんですね。 

ところが富山県の場合は、認定農業者は１,０８２件、全体の７５.６％、それから全体というの

は、集落の方は３４９件、２４.４％。結構、集落営農が比率高いんですよね。 

新潟県の場合は、認定農業者は約１万件あるけれど、集落営農は県下で１５９、１.６％、極め

て新潟県は低いんですよ。これは県議会じゃないから、糸魚川市ですけども、やっぱり新潟県並び

に新潟県内の市町村の集落営農に対する取り組み指導と言うか、それに何か大きい問題があるんじ
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ゃないかと思いますが、何か気のつくところがあったら教えていただけませんか。富山県は全体の

４分の１ありながら、新潟県はわずか１.６％、当市においてはゼロということ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

富山県と新潟県の違いと言いますか、比較でございますけれども、認定農業者は個々１人の単体

でございますので、非常に対応がとりやすいわけでありまして、そういったところはかなり条件が

悪いところでも、個々対応でございますのでとりやすい。ところが何人かまとまった集落的なこと

については、地形とか、あるいは環境の変化で非常にその辺がまとめにくい。 

一方、富山県はそれの逆転で、認定農業者というのは仮に少なくて、集落営農的なものは日ごろ

から組織されておるものを、こういった制度でさらに拡大できたと。地形が新潟県の中山間地より

は、まあまあいいのではないかということが想定されます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

それで、ここはちょっととっといて（２）番目の面積カバー率、これは当市は２２％、非常に低

い。県平均は４０％台ぐらいいっとるんですか、富山県は４２％というんですね。新潟県でも弥彦

とか上越、燕は６０％台と聞いとるんですが、これはやっぱり先ほど市長のご答弁にありましたよ

うに、２２％というのは中山間地を多く抱えとる当市の状況からして、なかなか担い手の皆さんと

いうのは、全体の中で占める割合は少ない。やっぱり小規模、高齢、零細農家が多いという、それ

で中山間地が多いという実態を如実にあらわしとるんじゃないかなと思いますが、その辺に対する

考え方をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

今議員が申されたとおりに認識しとるわけでございますけれども、その前段に中山間地の対応だ

とか、あるいは農地・水・環境の要するに集団でまとまる運営があるわけですけれども、そういっ

たものを１つとっても非常にいい制度なんですが、やはり共同で、あるいはまとまってということ

の組織に対するアレルギーでもないですけども、なかなか地域へ出て啓蒙しても、集落にして会計

を１本にした農業対応というようなことについては、非常に地域の農民の方々が、まとまりにくい

今状況であるということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 
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そこで（１）と（２）をトータルして言いますと、国は日本の農業政策として担い手とか、集落

営農をこれから集中的に、そこに賛同した人を支援していきたいという、これは国の政策ですよね。

ところが国の政策というのは、新潟県とか中山間地の多い当市には合致しないということを、私は

ここの（１）（２）で申し上げたいんですよ。 

いわゆる中山間地域などの農地集積の難しい地区が多く、地域自治を踏まえたきめ細かい支援策

が求められていて、県、市町村、ＪＡが一体となった総合的な支援体制が必要だと言われてる。ま

さに、このとおりだと思うんです。 

そこで国の農業政策に安住はなかなかできない。そうであれば中山間地を抱えた当市のような、

あるいは新潟県のような農業実態を十分反映した施策を、やはり国に展開するように組織的にやっ

ぱり提言と言うか、働きかけをやっていかないと、それでさえ疲弊しきって、もう崩壊寸前の当市

の農業等は、大変な状況に追い込まれるんじゃないかと。こういうことから、３番目の政策要望と

いうことを申し上げておるわけです。 

市長は、私も前々から持論である、来年で終わるんですかね、中山間地域の直払い。あるいは最

近始めてきた農地・水・環境の、これは大事にやっぱりぜひ継続し、願わくば中身を充実してもら

いたい、こういうふうに思うし。 

また、私はちょっと大きい話になるけれども、どうもいわゆる小泉政権時代にいろんな施策をや

ったけれども、ほとんど地方やなんかの実情をわからなくて、ただ財政再建というようなことで、

官僚が中心になって政策を決めると。この矛盾がいろいろに出てきとると。年金の問題、介護の問

題、後期高齢者の医療の問題ですか。そして今、水田の安定対策だって１年足らずして、もう変更

せんならん。そういうことに逆に国も国民の世論に対して、これは耳を傾けざるを得ないというこ

とで、従来、国がいったん決めちゃうと、なかなか制度というものは改善と言うか、変更はできな

かったんだけれども、もうそういうことをせざるを得ないということになっとるんだから、従来か

ら見れば、ある意味ではチャンスではないかなと思うんですね。 

ぜひひとつ市長、今後、県下の２０市とか、あるいは農業関係の会合や何かに部長も出られると

思いますが、やはり当市にとっては中山間地域の農業をどう守るかということについて、政策提言

をやるべくやっぱり庁内で詰めてもらいたいと思うんですけど、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

ただいまの件につきましても、冒頭から畑野議員がご質問されておりますように、今出された制

度も年度途中で、認定農業者にシフトダウンしてきたとかというようなことで、制度の欠陥が年度

の途中でも見直しされてきておるというような実態があります。それはとりもなおさず国の制度を

聞いてみて、説明を受けて、あまりにも当地域に実態が合ってないじゃないかというような声の集

積したものが国へ持ち上がっていって、国を動かしてそういう形にシフトダウンされてきておると

いうふうに思っております。 

それでもなおかつ国の施策は非常にハードルが高いと、当地域においては規模が大きくくくられ

ておるというようなことなものですから、それ以下のものについては市単独で、それ以降の質問に
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触れられておるようでございますけれども、施策をどうあるべきかということを、また考えていか

なきゃならんということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ぜひひとつ知恵を出して、汗をかいていただきたい。 

私自身は農地を持っていますけれども、つくっていただいておるんだから、わからない部分が相

当あるんですが、やっぱり中山間地で頑張っている人たちのいろいろなお話を聞くと、そんな国の

制度というのはそんなもんかと思うのは、例えば担い手を中心にやる、あるいはまた中山間地の直

払いの関係で、２万１,０００円の半分は共通で使えと。そうした場合には、機械の購入に補助金

を出すんですよね。それはありがたいですよ。ところが大事な１００万円、２００万円、５００万

円する機械を買っても、それを収納する倉庫に対しては一切、目もくれないんですよね。そらやっ

ぱり農家としては補助金をもらって買うのはええけれども、それを野ざらしにするわけにいかない

んですよ。片手落ちにも甚だしいんですよ、国の施策というのは。 

あるいは、これは国ではないですが、私ら回覧板が回ってきたんですが、非常に肥料が上がって

ますよね。そうしましたところ共同購入しようと、そうしたらものの原則としては安くなる、それ

はいいことなんですよ。 

ところが共同購入して大量に買った肥料を、だれが責任持って保管するんですかと。米でさえ盗

まれる今の時期ですよ。肥料をそこらに、外に野積みもできない、じゃあどこへ置くのか。それを

共同購入しても、また人の倉庫を借りたり管理体制を維持したりすると、結局、また単価がそう安

いものではなくなると。 

これが国、あるいは国を中心とした、今の農政の実態なんですよ。だから国でかばい切れない、

きめ細かい施策をやっぱり市町村が、ここだったら一方ではＪＡひすいですか、こういうところと

やっぱり知恵を出してやらないと、ただ国の施策だけにおんぶに抱っこしとったんでは、難しいで

すよということを私は申し上げたいんですが、私は今、具体的に２例申し上げたんですが、皆さん

の耳に入っていないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺建設産業部長。 〔建設産業部長 渡辺和夫君登壇〕 

○建設産業部長（渡辺和夫君） 

今おっしゃられた部分については、直接耳に入ってるということはございません。 

日ごろ我々がこの手の議論、話をするときは、農産物の生産についてとか、あるいはどういう作

物を、幾らでどうのこうのというような切り口で話をしておりまして、今、畑野さんがおっしゃら

れるように、農機具の保管だとか、肥料の扱い等々についての話というのは、日ごろはあんまりし

てない部分でございますけれども、ＪＡと協議をして、保管しなくてもＪＡに話をすれば欲しいと

きに持って、畦のとこまで、もちろん値段にもよりますけれども、そういうこともありますし。 

補助金で農機具を買うというのも、個々で補助金対応で買うというのは今はそんなになくて、恐
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らく法人とか組織で買うような場合の、お話なんではないかというふうに思いますけれども、それ

は昔の共同作業場とか、あるいは地域の大農家のところの空き地を改修するとか、そういった部分

の対応を個々に。改修をするについても費用がかかるわけですけれども、そういった部分について

今、畑野さんがおっしゃるように、市単独できめ細かな対応というのは、できるもんであれば現地

を調査しながら、ＪＡと協議をしながら、していくことは可能であろうというふうに思っておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

そこまで話が発展すると。あれ今、中早川小学校は一般財産になるんですか、まだ教育委員会の

財産なんですか。例えば、ああいう建物やなんかあるわけですから、多少補強したりなんなりした

中で、活用するとかという、こういう問題であれば建設産業を出すより、おまんた考えてくれじゃ

なくて、やっぱり庁内でそういうものを入れながら考えていただきたい。 

私が申し上げたいのは、農業基盤を守るということは中山間地の生活基盤を守り、集落を守ると

いうことなんだ。当市にとっては極めて大事なことなんだから、農林水産課とか一部署だけにあれ

しないで、庁内でひとつ検討してほしいということですが、何か検討答弁ありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

昨年の山間地の高齢化の高い地域の訪問、あるいはことしから全地区を訪問しておりますが、そ

れらの中で、やっぱり中山間地が大変生活しにくいということはお聞きをしております。やはりそ

こら辺については、前にもちょっと述べたと思いますが、やはり全庁的に問題はやっぱりまとめて

方策を早く出して新年度の予算、あるいは計画に、つなげなきゃならんというふうに思っておりま

すので、またきょうの話につきましても、全庁的にかかわることだと思っておりますので、それら

をまとめて対応を検討していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

じゃあ２番に移ります。 

交流人口増加策、駅周辺整備にある程度目鼻をつけて、これからソフトへ重点移行したいという

ことであれば、まあ、それにしても遅いなと思うんですが。交流人口と言うと、例えば私らの手元

には事務報告書や統計資料がありますよね。これは市長には耳が痛い話かもしれんが、市長がご就

任する前の１６年の当市への入り込み客というのは２２５万人いるんですよね。それから毎年減っ

て、ご就任された１７年は２１５万人、１０万人減って、１８年は２０８万人、昨年はとうとう

４０万人、１６年からみれば減って１８５万人と、極めて厳しい状況になってる。 
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この「翠の交流都市 さわやか すこやか 輝きのまち」、交流都市というのは総合計画の看板

なんですよね。先ほど伊藤議員もおっしゃったように、市長は巻頭の辞の中で、翠の交流都市の実

現には、産業振興による仕事づくり、安全・安心な暮らしづくりを重点に施策を進め、人口減少に

歯どめをかけ、定住促進することが最も重要だと、このとおりだと思うんですよ。しかし、現実に

は厳しい数字がなされてる。 

私、本当の厚いのはちょっと大きいもんだから、ダイジェスト版の９ページの北陸新幹線開通に

向けたまちづくりの中に、２つの「・」があるんですが、２つ目のところに、糸魚川駅を北陸新幹

線と並行在来線との結節点とするため、糸魚川駅の乗降客増に向けた施策を進めますと、こう書い

てあるんです。私のこのテーマは、そこが主体なんですよ。 

ところが、ご就任されてもう３年目たつけれども、本件については今の答弁だと、これからだと

いうようなんだけれども、この「いとしん」の一番新しいのをみられましたか。ある人がこういう

書き方をしとるんです、後半の方に。糸魚川市には、それこそジオパークに総称される自然、歴史

的遺産と、今を築いている産業、文化、豊かな伝統的生活基盤があり、姫川港、高速道路に次ぐ新

幹線というインフラを、どのように生かすべきかが問われている。そのデザインと実行等も、もう

手遅れかと。いつでも遅いと言ったことはない、気づいたとき、そのときだというふうに経済界で

は、早あきらめたような状況になってきとるんですね。私も聞いとるんでは、今までこの種ので何

回提言しても、行政がなかなか組織的にこういうものに対応してもらえないと。那辺に原因がある

んですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

非常に私が考える中に、この要因を話せばいろいろあると思うんですが、当市の入り込み客の減

少は、やはり中越沖地震の風評被害とか、いろいろ自然災害の影響も大きいものととらえておりま

す。 

しかし、そういう中において、このまた当地域における観光施設についても、非常に曲がり角と

言いましょうか、１つの転換期に来とるんではなかろうか。その辺をどのように進めていくか。 

以前みたいに１泊２日の国内旅行、また近隣の旅行には観光バスで、ドンカン、ドンカンと入っ

ていたときもあったわけでございますが、最近はやはりお一人お一人がやはり価値観の違いから、

非常にそれに対応する施設の提供というのも、問われておるところだろうと思っております。 

そのようなことから今回私といたしましては、世界ジオパークの認定という１つの事柄をとらえ

ながら、この研修や視察、そして体験というような形を生かしていけないのか。今、我々はこの糸

魚川市に流れてる文化、自然資源、そういったものをどのように提供できるかというところが、大

きくこれから考えなくてはいけないんだろうと、考えさせていただいとるわけでございまして、今

ほどご指摘のように北陸新幹線開業に向けても、やはりそういったところを個々の満足度を高める

ための提供。ただ単に見て、そしてきれいでいいということではなくて、またやはり深いものを提

供しなくちゃいけないんだろうということから、その辺をジオパークを中心にしながら、市内全域
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のこの自然資源、地質資源をどのように。ただ単に今の段階では、だめだと思うわけでございます

けれども、地域の皆様方や、企業の皆様方や、いろんな方々と連携をとりながら、それをどのよう

に提供していくかということも、私は大きな、今、交流人口の増大につながることだろうととらえ

てるわけでございまして、今申し上げたとおりのようなことを、これをどのようにしていくかとい

うのが課題だろうと思っております。 

ただ単に資源があるだけでは、よそからはおいでいただけないんだろうと思ってるわけでござい

ますので、その辺をやはり今言った事業を展開しながら、進めていきたいと思ってる次第でありま

す。 

ハードにつきましても、本当に遅れておられるというようなご指摘もありました。確かに見よう

によっては、遅れてるかもしれません。しかし財源の問題、そしてまた住民合意、または市全体の

やはりその辺の合意というものもある程度勘案しながら、進めていきたいととらえている次第でご

ざいますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

市長が一生懸命取り組んどるジオパークが決定打になればいいんですが、この総合計画によりま

すと、指標としては平成２３年なんですが、２２７万人の観光入り込み客と。４０万人減ったけど

も、それを回復して４２万人、去年の実績からふやさんならん。それがジオパークで果たして可能

かどうかというのは、私は大変厳しいと思う。それはいいことで大事だけれども、やっぱりああい

うものは、ほら、地質とか何とか特殊な関心のある人は、物すごく関心を持つけども、一般国民、

市民がどこまで関心を持ってもらえるか。これはこれからの部分ですけど、そういった点では、そ

れだけに頼っておらないで、もっとやるべきだ。 

それで本間部長、あなたの職名は総務企画部長、それから後ろの織田課長は、企画財政課長なん

ですが、部長も課長も企画の仕事をどれぐらい、全体を１０にすれば５割ぐらい企画の方へエネル

ギーを投入しとるもんなんですか。自分でどう思います。私にすれば、当市のそういう他の係や課

や部にまたがる今言ったような問題は、本来はやっぱり企画でやらんならんと思う、ほとんどなさ

れていない。 

それで事務報告書を見させてもらった。これは昨年のケースですよね。特命事項って企画課の報

告の中に書いてあるのは、（１）さんさん子育てサポート、（２）ハッピー出会い創設事業、

（３）縁結びコーディネート事業、（４）人口減少対策チーム、こんだけなんですよね。 

私はそういうことを期待するのがおかしいかもしれんけど、そんでも当市の部長にも課長にも

「企画」っていう名前が入っとれば、今市民が、議会が求めとる、そういう近い将来の当市のあり

方づくりというものに、やっぱりエネルギーを費やしていいと思うんですが、足らないと私は見る

んですが、十分満足しとると思いますか。いじわるな質問ですけど、ちょっとお聞かせください。

認識の問題ですから。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

畑野議員から厳しく評価されておりますが、全体の中での仕組みとしましては部制を設けまして、

それぞれの部の中で上がったものを、どちらかと言えば企画財政の方で調整をするというスタンス

だと思ってます。ですが、やはりこれだけ問題がいろいろ山積しとるわけですから、やっぱり企画

というものを表へ出してやれということでのご発言だと思ってますので、そのことは十分、今後と

も努めていかなきゃならんと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

だから今の制度はもう限界だと言っとるんですよ。企画部門を、あれは前、旧糸魚川の山田市長

時代ですかね、各部、課に移したのは。それは通常の、何も山坂のない市だったらいいですよ。と

ころが今言った１００年に１回の新幹線開業、例えばこれだけとらえた場合に、こういう大きなテ

ーマがあるときは、やっぱり市長の懐刀、知恵袋としての足元で、企画部門をきちっとやって、他

の課へ指示、命令するぐらいの位置づけを庁内でやらないと、もうどうにもならないんじゃないか

と。部長、申しわけないですけどね、課長にも。 

市長どう思いますか。松糸道路をこれだけ私ら特別委員会でやっても、全く進展ない。それで翻

ってみると、当市のこの問題に対しては１年に１回、期成同盟会総会を１時間半ばっかり開いて、

シャンシャンと手をたたいて、そのほか１回か２回陳情に行っとる。こういうもんでは、とても前

進はしないと思うんですよね。 

例えばこういう問題や何かは、新幹線開業に伴っての交流人口増加策につながってくるわけです

から、やはり今の例えば建設課や何かに預けとくという考え方そのものが限界だと思うんですが、

いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路に関してであるわけでありますが、これについても議員ご存

じのとおり、非常にこれは地域の盛り上がりというところも、これは問われている部分もあるのか

もしれません。しかし、いろんなところで課題等もあるわけであります。それについては全体の中

でとらえている部分もあるのかもしれませんし、この松本糸魚川連絡道路につきましても、私とい

たしましても非常に大きな課題ではあるわけでございますが、やはり連携が大切と思っております。 

そういう今連携の中でさせていただいてるわけでございますので、私といたしましても、その辺

についてはやはり活動してきたわけでございますし、また議会からもご尽力いただいて、非常に少

しずつではあるわけでございますが、前進はしとると思っておりますが、その辺をもっともっとし

ろとご指摘であるわけでございますし、また、どういう形がいいのか、また検討をしていきたいと
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思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

ぜひひとつ。ここの一番最後、３番、４番にあれするんですが、私たちは新幹線の開業で飯山、

黒部、新庄等へ研修に行っても、例えば駐車場を１つとるにしても、その市だけじゃなくて周辺の

市町村と十分連携して、大型バスはどれくらい、あるいは普通の乗用車はどれくらい需要があって

あれせんならん。新庄なんかは県が中へ入って、新庄市以外でなんか６００台とかってつくっとる

んですよね。やっぱりこういうことを考えた場合、どうも今の新幹線の対応やなんかについても、

そういう周辺市町村との連携というのは弱いと思うんです。これは無理もない、今の体制だったら。

そういうことを１つとっても、企画部門かなんかで、もう少し強化する。 

その結果が（４）に入ってきて、市長から積極的にひとつ考えてみたいというようなお話を聞い

たんですが、ご案内のとおり６月１２日に国富ホテルで、糸魚川、小谷、白馬で行政懇談会があっ

たですね。県議も入って、市長さんからも、私らも出ました。やっぱり６０名から一堂に会してい

ろいろ論議してよかったと思います。 

それで私は７月２９日、小川県議ができなかったもんだから白馬の村民大会、松糸道路の決起大

会に出て、まあ白馬へ私、ああいう会合に行ったんは初めてなんですが、とにかく新幹線開業に対

する大変熱いものを持っとるんですね。ところが日常、白馬村とやなんかと、何も行政の方ではな

いわけね、これを見ますと大町とはなんか担当部であるようだけど。 

そういうことを考え、やはり北アルプスというのは、世界に冠たる観光資源なんだから。まして

や最近、またクローズアップされてきた黒部アルペンルートですか、ここを持ってるやっぱり大町、

糸魚川、白馬、小谷２市２村、これはやっぱりしっかりと連携を組んで、ただそのたんびに集まっ

て、シャンシャン総会をやるのも大事かもしれませんけれども、トータル的な行政の取り組みをぜ

ひやっていただきたいと、これはお願いでやめます。 

大きい３、これは今お聞きして安心したです。私もどうも腑に落ちないもんだから、その新聞の

切り抜き取ってきたんですけど、これは共同通信の関係もあるかもしれませんけれども、７月

２６日の朝日新聞、新潟日報、北日本新聞、信濃毎日、いずれも３５万床と。８月６日の日本経済

新聞にも、この３５万床。ところが私、これ問題を取り上げないと、市長の答弁は３８万床で６月

議会は答弁しとるんですよ。会議録にそのまま載っとるんですよ。やっぱり私は小掠所長には、い

ろいろ介護の問題でお世話になって、よく対応してもらっておりますが、やっぱり通告書を出しと

るんだから、もう少しやっぱり精査して、市長答弁を作成された方がいいかと思いますので、ご参

考までに。 

これもなんか１５万床にすることによって、厚生労働省は３,０００億円から４,０００億円の削

減を目鼻にしたと。ところが実際はそうはいかんで、２２万床残すことによって１,２００億円の

削減に縮小されたと。 

ただもう１つ、ちょっとあのときは市長の本心じゃないと思いますが、市長は、利用者の大半が

医療の必要性が低く、社会的入院と言われる長期入院者が占めている実態と答弁されているんです
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が、市長、本当に糸魚川市の、もうはっきり言いますと青海病院へ入っとる人たちは、社会的入院

というふうにご認識されとるんですか。 

私は老人ホームとか、そういうとこへ入りたいけれども、４００とか５００とか待機者がおって、

なかなか入れない。さりとて家庭で介護は限界があると、その結果だと思うんですが、もう１回、

これは６月議会の答弁になっとるんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

細かい内容につきましては避けるわけでございますが、やはり病院でございます。そういうこと

を考えますと、やはり病院を経営しておる皆様方のお考えもあるわけでございますし、我々といた

しましては、あくまでもやはりそういったところをとらえた中での、ご答弁とさせていただいてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

私は本当に市長が、社会的入院なんだと。青海病院に１２７人の、しかもそこのうち介護型が

１０７人になっておるんですよね。１００人を超す人が入ってます。入らんでもええんだけど、入

っとるんだというような、まさかご認識はないと思いますけれども、やっぱりもう少し足元を見て

いただきたいというふうに思うわけでございます。 

やっぱりこれも先ほど申し上げましたように、厚生労働省はまず医療費抑制ありきの計算が、地

域の事情とかけ離れていた結果であって、まず削減するなら、その前に在宅での医療や介護の体制

整備が専決なんだと。この視点が大変欠落しとるというふうに言わざるを得ません。 

新潟県の方は、全国で３つの中の１つなんですよね、大変残念。県出身の小林部長、その辺どう

してこんなになったのか、お聞きしてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

正直申しまして、いろんな事情があろうかと思います。私なりに確認はしましたけれども、やは

り１つの事柄でないということで、市長が答弁いたしましたように、確かに数字の部分での精査と

言いますか、調整がつかないというのもございますし、医療費適正化計画という中では、いろんな

計画がこれには絡んできますので、そこら辺の最終調整が、まだ現段階になってついていないとい

うようなことでは聞いております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

何かに載ってたんですが、県では今、介護型が２,２５０床、医療型が３,１２８床、合計

５,３７８床あると。これを国の方針に基本的に沿ってやると医療型へと老健へ、介護型のうち半

分をやっちゃうと。医療型は若干ふえて３,６３０床にして、老健と医療型でトータル５,０８５床

にしたいと。いずれにしても２９３床は新潟県で減りますと、減らしますということになっている

んですが、そういう中でも当市の介護型１０７床、医療型２０床、合計１２５床はキープしていた

だけますね。もう１回確認してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

今ほど申された糸魚川市にある青海病院という、これはもう限定されたかと思うんですけども、

その中身で病床の種別でいけば、介護型が１０７床と、医療型が２０床と。これは国の療養病床再

編の考え方、これは最終的に現段階では２２万床になっておりますけれども、やはりそれは医療型

を残すということであって、療養型については、基本的に当初から変わってないと。なくすという

考えのようですので、これは私どもの方で、いかんともしがたいことでもございますし、その辺、

療養型、介護型の部分をなくすという、これが変わらない限りは青海病院も、その方針の中で対応

をとっていくことになろうかと思います。 

ただ、私どもが一番心配してるのは、やはり１０７床と言いますか、１２７床と言ってもいいか

と思うんですけども、その１２７床の病院がどういう形でなくなるのか、どういう形で残るのか。

もし残るとすれば、そのベッドの数として幾つぐらい残るのか。その辺、これは私ども市立の病院

ではございませんので、その辺は２３年度という末が決まってますので、その辺は病院からもしっ

かりと情報収集する中で、どういう対応をとっていけばいいのかというのは、今進めている最中で

ございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

畑野議員。 

○２６番（畑野久一君） 

もう時間がないからあれですが、６月議会のときは私の答弁に対しては、今のところは考えられ

ないというような答弁をされとるんですよ。きょうになったら部長は、少なくとも県の影響が個人

病院だからあるんじゃないかと。もう懸念しとるところが、現実になりかねないんですね。 

市長ひとつ、時間がないですから、私はこれ以上申し上げません。本当に当市の高齢者を抱えた

家庭は、もう悲鳴を上げとるんですよ。こういう状況の中で、さらに削減するということだけは、
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絶対回避するように全力を注いでいただきたい。お願いして終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、畑野議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時２２分 延会〉 
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